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議 事 日 程 
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日程第 １ 一般質問 
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開議 午前９時30分 

 

○議長（管野英美子君） 

  皆様、おはようございます。 

  ただいまの出席議員は12名であります。 

  定足数に達しておりますので、これより

本日の会議を開きます。 

  本日の議事日程は、お手元に配付のとお

りでございます。 

  日程第１「一般質問」を行います。 

  昨日に引き続き、順次発言を許します。 

  質問者は、質問者席に登壇して質問を行

ってください。 

  持ち時間は、質問及び答弁を合わせて50

分とします。 

  川上勲議員を指名いたします。 

  川上勲議員。 

○12番（川上 勲君） 

  おはようございます。 

  ２日目の最初に議長の御指名をいただき

ましたので、一般質問をさせていただきま

す。 

  今日は、町長と天下国家とは言わないま

でも、世界情勢、日本の情勢、そして豊能

町の今後の取るべき姿、考え方について、

お伺いしたいと思います。 

  まず、新型コロナ感染症は、今後、どの

ようにして終えんに向かうのか、お答え願

いたいと思います。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  小森保健福祉部長。 

○保健福祉部長（小森 進君） 

  おはようございます。 

  私のほうからお答えさせていただきます。 

  この人類未曽有の地球規模での感染者の

広がりと、その終息について、専門家でも

ない立場で述べることについては、極力差

し控えたいと存じますけれども、その上で、

あえてということでお尋ねだということだ

と思います。 

  あくまでも専門家ではない立場、また、

昨年度、行政としてワクチン接種を中心的

に実施してきた立場からお答えさせていた

だくとすることであれば、事前の疾病、今

回は新型コロナであると思うんですけれど

も、これに確立されたワクチン接種でケア

を行いながら、仮に症状が出てくれば、早

期に疾病の診断ができ、疾病が確定すれば、

確立された飲み薬を含めた治療薬処方され

ることによりまして、本人の症状を軽減さ

せるとともに、感染の予防を行えば、それ

が終息につながると考えてございます。言

わば、現在のインフルエンザ、この予防の

スキームが基本になるかなと思ってござい

ます。 

  その鍵を握りますのは、確率された治療

薬、これとワクチンではないかと思われま

すけれども、国内では新型コロナの治療薬

といたしまして、これまでに12の薬が承認

されております。終息の観点からもう一つ

大事なのは、世界全体でワクチン接種が進

むということでないかなと思ってございま

す。これは、日本を含む先進国をはじめ、

国際社会全体で取り組んでいくという課題

ではないかと思われるところでございます。 

  あくまでも本町といたしましては、国の

全面的なコロナ対策の下で、大阪府や関係

機関と連携いたしながら、当面、ワクチン

接種について取組を進めてまいりたいと考

えてございます。 

  以上でございます。 

○議長（管野英美子君） 

  川上勲議員。 

○12番（川上 勲君） 

  町長も同じ考えですね、もちろん。私も、

これは薬がなかったから、一挙に世界中に

広がったとは思いますけれども、今後は薬
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の開発によって終えんに向かうものだと確

信をしております。 

  最近、このコロナ禍に始まりまして、や

っと薬が開発されて終えんに向かうという

ことでございますけれども、２月24日に突

然ウクライナにロシアが攻め込んで紛争が

始まりました。これは、最近では専制主義

国家と自由主義国家の戦争に拡大をしてい

る模様でございます。そのために人の流れ

が止まり、経済が悪くなり、物流が流れに

くくなると同時にアフリカ諸国等が食糧難

に陥っているという状況でございます。 

  また、最近メディアに取り上げられてお

りませんけれども、中国のウイグル族、あ

るいはチベット族の弾圧や、ミャンマーや

アフガニスタンの紛争、また、アフリカ諸

国等の国内の紛争、地球の温暖化現象によ

って太平洋の島国は国が消滅するという危

機に陥っております。 

  まさに、今、私は人類の危機であろうと、

消滅の危機であろうと思っておりますけど

も、町長はどのように思われるか、御答弁

をお願いします。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  仙波総務部長。 

○総務部長（仙波英太朗君） 

  おはようございます。 

  ２月24日にロシアによるウクライナへの

軍事侵攻が始まってから３か月を経過し、

今現在も続いております。子どもを含め、

多くの命が失われており、犠牲となられた

方へ深い哀悼の意を表します。 

  それ以外にも、先ほど川上議員がおっし

ゃったとおり、世界各国でも紛争が起こり、

あと、地球温暖化等、地球を取り巻く環境

は日に日に厳しくなっております。 

  国際社会の連携により、一刻も早く平和

が訪れるとともに、人類の努力によって、

そういった問題が解決することを祈ってお

ります。 

○議長（管野英美子君） 

  川上勲議員。 

○12番（川上 勲君） 

  ありきたりの答弁をいただきましたんで

すけれども、まず、ロシアとウクライナの

紛争といいますか、戦争といいますか、こ

れはどのようにして決着がつくと思われま

すか。町長、よろしくお願いします。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  塩川町長。 

○町長（塩川恒敏君） 

  おはようございます。 

  非常に難しい御質問ですけれども、決着

がつくかというのは、早く平和が取り戻さ

れるように、国際機関、併せて国も含めて

ですけれども、注視をしながらいかないと

いけないというように思っています。 

  一番、やはり私はウクライナの侵攻が起

きたときに、管野議長、それから私ととも

に、議員の皆様の御支援をいただきながら、

決議文も抗議文も出させていただきました。

社会の、または世界の国々の意見を聞くと

いうことが、やはり必要であると思います。

早い収束を願っているところでございます。 

  それから、先ほども川上議員のほうから

ございましたけれども、それを端を発した

物価高騰、輸送の問題、そして日本におけ

る円安の問題等々、いろんな課題がござい

ますけれども、国と含めて、いろいろと情

報交換をしながら、私たち自治体のところ

にある影響に関しては、住民の目線を通じ

て、それを的確に対応していきたいという

ように存じます。 

  ざっくらばんになりますけれども、私の

考え方、表明させていただきました。 

○議長（管野英美子君） 



 3－5 

  川上勲議員。 

○12番（川上 勲君） 

  私は、この戦争はますますエスカレート

して、自由主義陣営と専制主義の陣営との

世界的な第三次世界大戦になるというふう

に私は予想しております。 

  その結果、どういう形に終わるか分かり

ませんけれども、地球全体が疲弊して、ま

た一から出直すというときに、そういう温

暖化現象とか、いろんな形によって、人類

は、この先10年、20年先には滅亡に向かう

んじゃないかというふうに私は思っており

ます。 

  この戦争は、日本よりも遠い国の、7,000

キロですか、ヨーロッパの地域の戦争だと

思っておりますけれども、ロシアは東西に

長いですわね。だから、日本の北海道の真

上にロシアと接していますわね。そして、

北方四島はいまだに占領されて返ってきて

おりません。そして、隣国には北朝鮮、あ

るいは中国、専制主義の国が周りを取り囲

んでおりまして、日本の国は、それこそ専

守防衛じゃなしに、防衛をもっとせんとで

すね、日本はもう攻め込まれるんじゃない

かというふうに私は思っておりますけれど

も、町長はどのように思われますか。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  塩川町長。 

○町長（塩川恒敏君） 

  川上議員のおっしゃる懸念というのは非

常にあると思います。 

  私たちというのは、それらの社会情勢に

対して、町運営としては、危機管理の意識

を持って即時に対応できる、それから、住

民の皆さんのお困り事、そういうところを

しっかりと捉まえて、我々の役割を果たし

ていきたいというように思います。 

  国のほうの専守防衛、それから、いわゆ

る国防の問題でありますとか、そういう部

分については、私のほうからはコメントは

差し控えさせていただきますけれども、私

たちが寄り添っている住民の皆さんに対し

て、しっかりと責任を果たしていきたいと

いうふうに思います。 

○議長（管野英美子君） 

  川上勲議員。 

○12番（川上 勲君） 

  日本の国は、今、物すごく平和ですわね。

多少、最近は物価が上がっておるけども、

平和な住みやすい国。しかしながら、日本

の国は、今、国債発行、幾らぐらいありま

す、総務部長。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  仙波総務部長。 

○総務部長（仙波英太朗君） 

  国による普通国債の残高は、令和２年度

末の実績額で947兆円、令和４年度末、今年

度の見込みになりますが、1,026兆円に上る

と見込まれております。 

○議長（管野英美子君） 

  川上勲議員。 

○12番（川上 勲君） 

  日本の国家予算が100兆円ぐらいですよね。

だから10年間ぐらいの国債を発行している

んですよね。借金があるんですわ。ところ

が、今、日本の国はゼロ金利政策やからね、

金利払わんでもよろしいんですわ。これが、

金利を払うような施策をすると、ますます

国の借金、つまり国債発行は増えてくると

思いますわ。 

  戦後、80年やったか、たっとるけどね、

やはり昭和二十四、五年から50年ぐらいに

かけて、先人たちが一生懸命努力して、人

口は増えて、そして経済はようなり、昭和

の63年ぐらいには、世界の一流国になりま

したですね。ところが、最近では、私が思
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うのには、もう二等国どころか、それ以下

になってきておると思いますわ。 

  この原因は何かと町長は思われますか。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  塩川町長。 

○町長（塩川恒敏君） 

  多角的な内容になりますので、原因が一

つということではございませんけれども、

我々が過去の歴史を振り返りますと、生産

力、または、人件費の安い国外のところに

シフトし、国内の生産力、そういう部分を

いわゆる海外のところの安いところに委ね

て発展をしてきた。そのツケという部分で

回ってきている。ただ、半面、今は中国で

ありますとか、ベトナムであるとかの人件

費も高騰し、産業も含めて国内生産に切り

替えているというようなこともございます。 

  同時に経済政策という部分に関しては、

国のほうの金融政策にまつわるものでござ

いますので、私のほうからコメントは差し

控えさせていただきますけれども、一丸と

なって、私たちの生活を守るための国力を

つけていくということで、一致団結して進

んでいかないといけないというように思っ

ております。 

○議長（管野英美子君） 

  川上勲議員。 

○12番（川上 勲君） 

  日本が落ち込んでいく最大の原因は、個

人主義が蔓延している、日本の国の中にね。

だからダイオキシンでもね、総意の賛成で

進めようと思ったらね、これは絶対無理で

すよ。ということは、個人主義で自分の近

くでは、もう処理してくれるなということ

が、日本国中蔓延しているんですよ、そう

いう考え方が。だから、日本の経済をはじ

め、いろんなことが落ち込んでいっておる

と。 

  そこへもってきて最近はね、少子化現象

やったかね。だからね、これから10年20年、

日本の国を何とかしたいと、よくしていこ

うと思ってもね、とにかく少子化やから、

若い世代がいてませんわね。年寄りばっか

りですわ。年寄りは死んでいく。そういう

ような国がね、将来、また頭をもたげる、

将来、二等国、一等国になっていく。これ

は絶対無理やと思いますわ。働く世代がい

てませんからね。そこへ個人主義が蔓延し

ていると。こうなると、やっぱりもう日本

の国の消滅につながっていくと。私はその

ように思っております。 

  豊能町でもね、そういう個人主義、蔓延

してますわね、今。で、ダイオキシンも早

速、町長は何とか私のときに処理したいと

いう公約も掲げながら、恐らく来年の３月

までにはダイオキシンをなくすどころか、

その始まりのボーリング調査とか、そうい

う環境評価ですね、それすらできないとい

う４年間で終わってしまうというふうに私

は感じておりますけどね。 

  この豊能町で、今現在も収入と支出、年

間の収支は赤字ですわね。そこへもってき

て、国の国債発行でね、今現在、1,000兆以

上の赤字になっておったらね、コロナが終

えんになるとね、恐らく私は地方交付税に

も響いてくるんじゃないかと思いますけれ

ども、その辺の考え方はいかがですか。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  仙波総務部長。 

○総務部長（仙波英太朗君） 

  新型コロナウイルス感染症の影響やウク

ライナ情勢の状況次第では、所得税や法人

税など、交付税の財源となる国税が大幅に

減少する可能性があります。 

  先ほど申し上げましたように、国の借金

のほうも1,000兆円を超える勢いで、今、伸
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び続けております。国の借金をどうするか

という考え方につきましては、国の中でも

いろいろお考えがあるかと思います。 

  今後、国の財政状況によりましては、場

合によっては歳出の削減も考えられ、その

中で地方交付税全体の減額という可能性も

考えられるのではないかと考えています。 

○議長（管野英美子君） 

  川上勲議員。 

○12番（川上 勲君） 

  豊能町の財政は、今、交付税によって何

とか黒字は維持していますけれども、貯金

ですわね、基金、財政基金ね、それもなく

なってしまうと。国の交付税も減少すると。

ましてや年間の収支は赤字になると。とい

うことは、豊能町はね、もう国管理の自治

体にならざるを得んですわね。 

  国管理の自治体になると、どういうこと

が起きるか予想されますか、町長。どない

ですか。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  仙波総務部長。 

○総務部長（仙波英太朗君） 

  基金が枯渇し、実質赤字額が早期健全化

基準、財政再生基準を超えることとなると、

財政健全化計画または財政再生計画を定め

ることになります。 

  地方公共団体の財政の健全化に関する法

律には、計画の策定であるとか、計画を実

施する際に、国や都道府県による勧告であ

るとか、同意についての規定がございます。 

  この計画を実施するに当たりまして、町

が実施する事業につきまして、国や都道府

県による制約がかかり、町が実施する事業

に支障が出る場合もあると考えております。 

○議長（管野英美子君） 

  川上勲議員。 

○12番（川上 勲君） 

  町が実施する事業に影響がある。これは、

もちろんですわね。ということは、住民サ

ービスができない。そういうことになりま

すわね。だから、私はこの一般質問のたび

にですね、豊能町自体がね、普通の言葉で

言うと、銭もうけをせいということを、質

問のたびに言っているんですが。 

  例えばね、空き家対策、これも年度を切

って、もし、空き家が３年以上続けばね、

その家を取り壊してまうと。家を建てるこ

とによって減税措置があるのちゃいまんの

か。そして、家を壊した後には、固定資産、

その土地にね、許容範囲の最高の税金かけ

るんですわ。そうしたら、お金入ってきま

すわね。空き家対策にもなると。そういう

ことも考え、そして、土地もやね、真砂土

やからね、まさにお金になる山ですわ。そ

れをきちっとしてやね、まずは売ってみな

はれな。町が売るわけにいかんけども、第

三セクターの構築とか、いろんな方法あり

ますわね。それで収入を得ると。 

  それで、収入によって、教育、生まれた

赤ちゃんから、就労する18歳または22歳で

っか。それまで無償にしまんのや。それも

ね、いつも言っているようにね、あれです

わ、高額所得者、所得制限なしにね、全員

子どもは無償化するんですわ。ほなら、高

額所得者が入ってくるんですわ。高額所得

者が入ってくるということは、住民税もよ

うけ取れるんですわね。所得制限するから

やね、結局、税金は住民税が入ってけえへ

ん、金は出さんなん、そういう現象が起こ

るんですわね。 

  高校生や大学生はね、奨学資金、それを

どんどん使わしてね。そして、高校・大学

卒業して修了するとね、そのお金は返さん

ならんけども、豊能町に住めばね、返して

要らんと。ほんだら、若い人も豊能町に住

み続ける可能性は十分あるんですわね。そ
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こへもってきてやね、教育無償化なると、

よそから若い世代入ってきますやん。 

  とにかくお金もうけを町は独自で方法を

考えてせんことにはね、恐らく豊能町は、

もう近い将来は国管理の基礎自治体に陥る

可能性が十分にあると私は思うねんけども、

町長はどのようにお考えですか。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  塩川町長。 

○町長（塩川恒敏君） 

  ありがとうございます。 

  過去から大胆な御提案をいただいており

ますけれども、その方法も一つかも分かり

ませんけれども、今現在、私たちの行って

いる内容のものにつきましては、直近のも

のというところで、財政負担の大きいとこ

ろを減らし、そして、その中でも、やはり

この豊能町の中では、財源自身をいわゆる

公共施設の維持管理、そういうところに振

りまいている部分が実際でございます。早

い段階で人口に見合った形、そして、適正

な配置をしっかりとして、財政力を高めて

いかないといけないというように思います。 

  同時にですね、川上議員がおっしゃられ

るのは、大胆な施策によって転入者を増や

していくという形です。その中には、自治

体が稼いでというところですけれども、私

たちは、なかなか住民の皆さんからお預か

りした税金、それによってサービスをして

いきますけれども、私たちが目指す姿とい

うのは、それを質を上げながら、費用とし

ては縮小していかないといけないという部

分になりますので、今、直近の部分として

は、国の交付金でありますとか、それから

補助金、そういう活用をしっかりとし、さ

らに民営化または民間の力、投資を得ると

いうような形を含めて改善をしていかない

といけないというように思っております。 

  まだまだ半ばですけれども、今回のスマ

ートシティもそうですけれども、民間の力、

そして知恵も含めて、そして、今までは町

自身が主催者にならないといけなかったと

ころが、民間の方々がその主催者になり、

サービスを維持し、そしてさらに向上する

というようなことが出てくると思います。

私たちの生活の中では、行政サービスと、

それから民間のサービス、これをシームレ

スに受け取っておりますので、それらが小

さな町のところでは、大きなお金を使って

大胆に投資をするということはなかなかで

きませんけれども、今、民間の方々に入っ

ていただいて、ビジネスモデルを創出をし

ながら、実際に主催者になる方々と一緒に

進めているということですので、これから

まだまだ時間はかかりますけれども、必ず

やそういう部分での財政の健全化を両立し

ながら住民の質の向上を図っていきたいと

いうように思っております。 

○議長（管野英美子君） 

  川上勲議員。 

○12番（川上 勲君） 

  やっぱり議論も大事ですけどね、実行し

ていかんとね、あかんと思いますわ。実行

していって、その実行の結果によってです

ね、悪い評価を得るか、いい評価を得るか、

それは分かりません。それは、後の人が判

断することですわ。議論ばっかりで、行動

していないという状況が今、まさに続いて

いる可能性が十分にあるというふうに感じ

ているんですわ。 

  何年か前の席次に行ってですね、歳いっ

た、まあ70ぐらいの人と議論したことある

んですがね、そのときにね、わしら、豊能

町へ来て一生懸命働いて税金を納めてきた

と。だから、これもしてくれ、あれもして

くれって言われましたわ。私、そのとき答

弁したんわね、あんたの納めてきた税金は、
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納めてきたその年で全部使うてしもうとる

と。今、あんたが税金を納めたら、あんた

のために何でもしたろと。しかし、あんた、

今、税金納めんと、税金取っとるやないか

いな。そんな人にね、そんな人のために何

もできまへんわと言うたらね、ごっつ怒ら

れたんですわ、私ね。まさに今、豊能町自

体が、そのような状態に陥ってますわね。 

  限界集落です、豊能町は。50％以上にな

っとんちゃいますか、今。 

  そのような状態の中でね、町民税の収入

なんか、もう、年に１億円以上減ってきて

ますわね。 

  だから、やっぱり、今は大胆に行動する

時期ちゃいまっか。悪い、良い評価は、後

の人がするんですわ。それを恐れとったら、

私は何にもできないと思いますけども。 

  この塩川町政になって３年過ぎましたわ

ね。もう来年の２月で終わりですわ。なる

ほど、小中一貫校のことは前へ進んだけど

も、人を増やすような施策はね、やったと

いう自負はあるかも分からへんけど、現実

は減ってきていますわね。 

  だから、やっぱり、小中一貫校も大事か

知らんけども、戦後70年間、六・三制で続

いてきたんですわ。それが今すぐにやらん

なんことないわけですわね。３年でも５年

でも先延ばししても、やっぱり豊能町の財

政を立て直す必要があるんですわ。 

  そういうことを考えると、やっぱり大胆

な収入を得る行動をしていかんとあかんと

思うけども、町長はどない思われますか。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  塩川町長。 

○町長（塩川恒敏君） 

  ありがとうございます。 

  大胆な行動ができていないということで

すけれども、一つ一つの積み上げだと思っ

ています。 

  人口の、いわゆる空き家ということを皆

さんおっしゃられますけども、その裏には

転入促進ということでございます。 

  過去から、私たちの豊能町というのは、

人口が減っているというのは転出過多です。

毎年700名以上の方々が出ていってしまわれ

る。それは、私たちが子育てをし、そして、

それが巣立っていっているというところに

なりますけども、その巣立った方と同時に

ですね、やはり転入を増やしていかないと

いけないということになりますけれども、

今や、過去は700以上の転出があって、転入

は400足らずでした。この２年、そして３年、

３年の最終の数字でいきますと、ほぼ転出

と転入がイコールになってきているという

ところ、それから、死亡というのは、これ

は年齢ですので、これは一定程度、約300、

260名ほどがずっと出てくる。これからも増

えてくると思いますけど、転入転出のこの

差を最終的には転入を増やすというところ

になります。 

  一方で、やっぱり小中一貫校が出来上が

ってから、空き家の物件が足りないという

ところも出てきます。ただ、空き家の問題

に関しては、表面化していなくて、流通が

しないというところでございますけれども、

今まではどちらかというと、子どもが生ま

れて転入をしてきたというのが、私たちの

ベッドタウン、そこでの評価だったと思い

ますけれども、過去39名、39名だったとこ

ろが、昨年ですけれども、49名、この豊能

町の中で生まれています。西地区も東地区

も、そういうお生まれになっているという

ところも増えてきているということで、

徐々ではありますけれども、豊能町に暮ら

しやすい、そして暮らしていく、いける、

大自然に囲まれた中で育てようという方も

増えているのも事実でございます。 
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  これらをもっと加速をしていかないとい

けないということで、教育、それから、い

わゆる住みやすい町というところで、今回、

スマートシティもそうですけれども、実際

に１万8,000人のところで、デジタルトラン

スフォーメーションなんてできないという

ように国家から思われておりますけれども、

その一つ一つができるような形のアイデア

を、そして企業の方々も参入していただけ

る、議論ができるということについては、

まだまだ先ですけれども、議論を進められ

ているというのは評価できると思います。 

  今回のデジタル田園都市構想についても、

いわゆる総務省も含めて、データ基盤を、

データ連携を基準として、住民のサービス

に寄り添える、これが小さな町で実現がで

きるという光といいますか、それが見えて

きたということで、国のほうからも評価を

されて動きも出てくるというように思いま

す。 

  それらをうまく回転させていかないとい

けませんので、皆様のお知恵と、それから、

実際にこの豊能町の中で主催者になる方々

を増やしていくということを進めていきた

いというように思います。 

  まだまだ先で成果が出てくるというとこ

ろもありますけれども、兆しが見え始めて

いるというところで、私は感じております。 

○議長（管野英美子君） 

  川上勲議員。 

○12番（川上 勲君） 

  私たちの団塊の世代、これはもう今、70

以上になってますわね。あと10年ぐらいた

つとね、恐らく豊能町の人口は極端に減っ

てくると思います。それで若い世代が残れ

ばいいねんけどね。結局、若い世代にして

も、学校を卒業すると他所へ行ってしまう

可能性は十分あると思いますわ。その人た

ちが豊能町に残り、豊能町を形づくってい

くと。そういうことが大事やと思いますわ。 

  戦後の豊能町を見てみると、やはり財政

的なこともあるし、人口的なこともあるし、

やっぱりもう豊能町は消滅に向かっていく

ような気がしてならないんですわ。そのた

めには、住民の考えも大事やけども、その

住民のトップに立つ町長の考えも大事です

わ。その町長がですね、その行動を起こし

てもらわんと、私は豊能町は消滅に向かっ

ていくと思いますわ。 

  だから、議論も必要だけども、やっぱり

即行動につなげていくと、こういうことが

豊能町では大事だと思いますのでね。町長

の独断でもええからね、とにかく行動して

ほしいと。そういうことをお願いして、一

般質問を終わります。 

  以上です。 

○議長（管野英美子君） 

  以上で、川上勲議員の一般質問を終わり

ます。 

  議場換気のため、暫時休憩いたします。

再開は10時20分といたします。 

（午前10時10分 休憩） 

（午前11時20分 再開） 

○議長（管野英美子君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  次に、小寺正人議員を指名いたします。 

  小寺正人議員。 

○９番（小寺正人君） 

  ９番、小寺正人でございます。 

  世間はウクライナにロシアが侵攻した問

題とか、今、盛んにメディアを揺るがして

いるのが、国税局の職員が交付金をだまし

取ると、そういう問題が、今トレンドにな

っております。その１つ前、山口県阿武町、

この町のコロナ対策臨時給付金4,630万円を

１人の世帯のところに振り込んだ。この誤

送金問題が結構にぎわっておりましたが、

最近はぴたっと止まりました。 
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  阿武町っていうのが、山口県のほう、何

ていうんですかね、日本海側かな。島根県

側や。その小さな町なんですけど、人口が

3,000人、二千九百何ぼかだったと思います。

世帯数が1,350世帯。その中の463世帯のと

ころに臨時給付金4,630万円を振り込んだん

ですよね、一旦振り込んだんですよね、フ

ロッピーディスクでね。ところが、その担

当者が何を思ったか知らないけども、何か

書類をもう一回出したと。それで、その表

紙に今問題になっているＹさんが入ってい

たということで、いろいろ問題になりまし

た。 

  ここで、これを本町として、どう捉えな

いといけないのか。あれは、よその町の小

さな町のことやと、村に近いかもしれん、

きちんと引継ぎを受けていない担当者が会

計システムの操作を誤ったと。本来、提出

する必要のない書類を後で出したと。それ、

二重に振り込まれたという事件なんですよ

ね。誤って振り込んだ相手に返還を求めた

けれど、初めは返すようなそぶりで銀行の

前まで行って気持ちが変わってしまったと

いうことで問題になったと。 

  そこでですよ。問題は、豊能町としての

問題ね。この人が何に使ったとか、ギャン

ブルに使ったとか、いろいろ問題はありま

すけども、豊能町として注意しないといけ

ないのがね、入庁して１か月も満たない、

４月１日に入庁されるんですよね、公務員

の方はね。その担当者が会計システムの操

作を誤ってしまったと。本来、提出する必

要のない書類を出したと、こういうことが

起こった。これ、どうなんですかね、豊能

町でも起こり得る話ですか。いかがですか

ね。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  仙波総務部長。 

○総務部長（仙波英太朗君） 

  今回、阿武町で発生しました誤送金問題

は、本来、支払い時、公金の支払い時に二

重、三重にチェックしなければならないと

ころ、そのチェックを怠ったことにより発

生した問題です。 

  小寺議員おっしゃったとおり、私ども豊

能町におきましても、毎年新任職員が入っ

てきます。当然、４月からすぐに、研修は

もちろん行いますけれども、ある一定事務

に従事することは事実でございます。本町

におきましては、このような事態を招かな

いように、それぞれの担当職員１人で業務

を処理するのではなく、日頃から複数人で

チェックする体制を確保するように努めて

おります。今回の事件を機に、この複数チ

ェック体制をより徹底するという形で、今

回の事件を参考に豊能町としても意識の向

上を高めていきたいと考えております。 

○議長（管野英美子君） 

  小寺正人議員。 

○９番（小寺正人君） 

  二重、三重のチェックを行いますという

ことですけども、ソフトウエアも替えなあ

かんわね、これね、当然ね、引っかかるよ

うにね。 

  それと、誤送金が分かった後、銀行から

何か電話が入ってきて、その誤送金に気づ

いたと。それで、慌てふためいてやったみ

たいですけども、そのときの役場の対応は、

これでよかったんかという。どうですかね、

豊能町がそういうことが起こったとしたら、

あれでよかったんでしょうかね。どう思い

ますか。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  仙波総務部長。 

○総務部長（仙波英太朗君） 

  今回の件につきまして、あってはならな
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いことなんですけど、もし、万が一、豊能

町でこのようなミスが起こった場合、まず、

何が起こったのか、原因何か、今後の対処

方法など、住民の皆様に対して、まず、事

実の公表、説明を迅速に行うということが

非常に重要である。このことは、また再認

識しました。今後につきましても、これも

もう一度、再度徹底した上で、まず情報の

提供、この重要性をもう一度啓発していき

たいと考えております。 

  また、今回の事例では、誤送金後の対応

として、決済代行業者の口座を差し押さえ

まして、その結果、誤送金した分のほとん

どが、町として、また再び確保したという

ことで報道されております。 

  今回の事例のように、例えば法的に専門

的な事案が発生する場合、我々豊能町のほ

うも顧問弁護士と契約をしておりますので、

例えば早急に顧問弁護士と協議するなど、

こういった危機管理事例が起こった場合に

関係機関と連携し、対応を迅速に行うこと

ができるよう、日頃から危機管理に対する

職員の意識向上に努めることが必要である

と、これも再認識した次第でございます。 

○議長（管野英美子君） 

  小寺正人議員。 

○９番（小寺正人君） 

  テレビで盛んに放映されましたので、回

収はもう困難だと、そんなんできるはずな

いやんと、ずっと言われてたんですね。で、

本人が4,630万円なんか払えるわけないじゃ

ないですかというような論調が多かったで

す。みんな半分以上諦めていたと思います

が、ここで今回、野球でいえば９回裏ツー

アウト、ここで一発大逆転のホームランを

打った人が顧問弁護士さん。この方が思い

もかけない、本人もびっくりしているみた

いですけどね、テレビなんか見てましたら

ね。どういうことをやったかいうことも調

べてはりますかね。調べてないですか、調

べていますか。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  仙波総務部長。 

○総務部長（仙波英太朗君） 

  あくまで報道機関による情報でしか調べ

られないんですけれども、いわゆる決済代

行業者のほうから顧問弁護士のほうに連絡

があり、口座が分かったため、その口座を

差し押さえたというところについては、認

識をしております。 

○議長（管野英美子君） 

  小寺正人議員。 

○９番（小寺正人君） 

  回収先、本人に回収はできないとテレビ

でも言っているし、誰でも分かることです

わ。それで、その弁護士さんが、決済代行

業者に目をつけてね、国税徴収法に基づき、

絶対あるだろうとみなして、滞納税金があ

るということが判明したところで、決済代

行業者に債権が絶対残っているはずやとい

うことで、それを全額差し押さえないとい

けないという法律に基づいて差し押さえた

と。そういうことをやってのけたんですね。

そのときに使った法律が、公序良俗に反す

る契約を結んだではないかということを言

って、業者が１回何か事件も起こしている

んですよね、それでほとんど全額返しても

らって、90％は回収したと、こう言われて

いるんですよね。なかなか全然思いもつか

ないところを攻めたということですね。 

  ことわざにこういうことわざが「将を射

んとする者は、まず馬を射よ」と。それで

やった結果、この弁護士さんはヒーローに

なっているという話で、業界からもすごい

注目を浴びているという話です。 

  そういうことがありました。 

  次に移ります。 
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  大阪スマートシティパートナーズフォー

ラム、これがいろんなことを実証実験を行

っていると。これは、私も時代に合った明

るい未来の可能性を探るとってもよい考え

だと思っています。たくさんあり過ぎて、

ちょっと何が何か分からんなというぐらい

あるので、全てを採用することは多分でき

ないと、そうは思いますけども、町は、そ

のフォーラムに主体的に参加しているのか

どうかね。主体的に参加して、具体的な町

が抱える課題や解決策、これを提起してい

るのかどうかお伺いしたいと思います。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  松本まちづくり調整監。 

○まちづくり調整監（松本真由美君） 

  おはようございます。 

  大阪スマートシティパートナーズフォー

ラムというものは、大阪府が立ち上げたも

のでございまして、その中に企業体が参加

して、自治体の課題解決に取り組んでいく

という内容のものでございます。 

  豊能町におきましては、この大阪スマー

トシティパートナーズフォーラムにおきま

して、町の課題を企業に提案したところか

らスタートしているんですが、町の課題の

解決のために協議会をつくって、豊能町を

フィールドとして、企業がいろいろな取組

を提案してきている。いろいろあり過ぎて、

少し分かりづらいと先ほど言っていただい

た中には、11分科会に分かれているのでと

いうところではないかと思うんですが、11

分科会に分かれて、その地域の課題を、ま

ずは町の地域課題を知っていただいた上で、

技術ありきではなく、民間ですので、民間

が各自持っている技術などを町のほうにい

ろいろな御提案をしてくるわけなんですけ

れども、技術ありきではなくて、町の地域

課題のニーズに合うことについて進めてい

くということにしておりますので、それを

11の分科会に分けて進めていただいている

ところでございます。 

  豊能町のほうが、その中に入っているの

かということでございますが、毎週木曜日

が企業との定例ミーティングになっており

まして、その定例のミーティングのときに

は、豊能町のまちづくり創造課の職員、ま

た、最近では、原課で各担当の職員もこの

ミーティングを聞いていただきながら、今

後進めていけることについて検討をし、議

論しているという状態でございます。 

○議長（管野英美子君） 

  小寺正人議員。 

○９番（小寺正人君） 

  その中で、デジタル商品券というのを取

り上げて、これは、もう間もなく実験が始

まるということですよね。それと、もう一

つ、ＡＩオンデマンドバス、これも取り上

げるんですよね。これは、まだもうちょっ

と先ですかね。これを取り上げるというこ

とですよね。 

  これで、例えばデジタル商品券事業なん

かは、一体何を目指してんのかなと僕は思

うわけ。何を目指しているんですかね。ま

ず、お聞きしたいと思います。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  松本まちづくり調整監。 

○まちづくり調整監（松本真由美君） 

  デジタル商品券についての御質問でござ

いますが、今年度はステップの１としまし

て、デジタル商品券を期間限定で導入をさ

せていただきます。これは、アプリでの決

済に慣れていただくことや、デジタル商品

券について有効に活用していただくという

ことを体験していただいて、短期的に町内

の経済の活性化に寄与していくものではな

いかというふうに考えて進めていくもので
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す。 

  来年度にかけましては、ステップ２とい

たしまして、ポイントの運用につなげてい

きたいと考えております。お買物をポイン

トとしてためるためだけではなく、地域コ

ミュニティーの活性化につなげていき、健

康ポイントやボランティアポイントなどと

連携して、デジタル通貨に変換できるよう

な仕組みを構築していきたいと、そのよう

に考えております。 

  また、ＡＩオンデマンド交通についてで

ございますが、来年１月から実装するよう

に進めていくところでありますが、まずは

人流分析ということをするというのが、ま

ず最初のスタートでございます。人流分析

をしまして、その後、町内の定点ポイント

を定めて、今まででしたら、バス停に立っ

て、時刻表に合わせて御乗車いただいてい

たところを、予約を御自身、乗車される方

がしていただいて、定点から定点を移動し

ていただいて、スムーズに移動していただ

く。そういうものを目指しております。 

  以上です。 

○議長（管野英美子君） 

  小寺正人議員。 

○９番（小寺正人君） 

  それでですね、デジタル商品券というの

が、ずっと見ていましたら、地域通貨とい

うところに入っているんですよ。それで、

その中のデジタル商品券というのをテスト

してみようと、そういうことやと思うんで

すけど、もう一つ、今おっしゃったポイン

トですね、これもやってみようと。これは

いい考えと僕は思ってんねんけどね。 

  これをね、ブロックチェーンという技術

を使ってやると、昔の藩札を刷るような感

じで、要するに町内でこれを流通させるか

な、カレントとして回し続ければ、お金に

換えるんじゃなしに、ポイントをやり取り

する、ポイント同士をやり取りする。そう

するとお金はかからないという、かからず

にサービスが提供できて、皆さんの健康を

増進できるし、世の中に貢献したいという

人たちの意識にも合っていると思うんです

よね。ただ、そのブロックチェーンという

新しい技術なので、実際に使われているの

は仮想通貨とか、あそこにこの技術を使っ

ているけど、いろんなところでどうも使え

るということで、みんな必死に探している

んですよ。それをここのパートナーズフォ

ーラムに、こんなんできないかという、お

金に換えるんじゃなしに流通し続けると、

お金要らないんですよ。ＡさんからＢさん

に、ＢさんからＣさんにポイントが移って

いけばいいんですよね。それをブロックチ

ェーンというお金のかからない、主体者が

おらんのですよね、全員が見ているという

方式らしいです。 

  これをちょっと提案してみられたらどう

かと思います。どうですかね。せっかくや

るんだから。どうでしょう。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  松本まちづくり調整監。 

○まちづくり調整監（松本真由美君） 

  議員が今お話ししていただいた内容につ

きましても、今後は知識向上に努めて、い

ろいろと考えていきたいとは思います。 

  ただ、いろいろな課題もあるとは思いま

すので、その辺りについても、連携しなが

ら考えてまいりたいと、このように思いま

す。 

○議長（管野英美子君） 

  小寺正人議員。 

○９番（小寺正人君） 

  それから、先ほど、ＡＩオンデマンドバ

ス事業ね、これもね、無人化を多分政府は

狙っている節が見られるんですよね。それ、
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無人化でやろうとしているんですかね。無

人化まで考えていないですか。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  松本まちづくり調整監。 

○まちづくり調整監（松本真由美君） 

  無人化というのは、ＭａａＳのような運

転手が乗っていない車というところまでの

お話かとは思いますが、今のところは、ま

だそこまで考えていないところでございま

す。 

○議長（管野英美子君） 

  小寺正人議員。 

○９番（小寺正人君） 

  それも考えてみられたらなと思いますね。 

  業者が集まっているのは、商売にしたい

から。どうしてもお金のかからんところに

は、あんまり関心が多分ないと思います。

しかし、我が豊能町のように財政に困って

いるところは、かからん方法でサービスが

できへんかということを考えている。こう

いうことはできませんかというのを、逆に

提案したらどうでしょうかと思います。 

  それでですね、次に行きます。 

  今年の４月からデジタル専門官、これが

採用された。これは、スマートシティフォ

ーラムと関連づけがあるのか、ないのか。

どうですか。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  仙波総務部長。 

○総務部長（仙波英太朗君） 

  今年４月から採用しておりますデジタル

専門官につきましては、町が管理する情報

システムの導入に関する助言であるとか、

調査のアドバイザー的な業務を中心に考え

ております。 

  現時点でスマートシティパートナーズフ

ォーラムをしたからというわけではござい

ませんが、今後、何らかの形で連携できる

ことがあれば、それについても検討はして

いきたいと考えております。 

○議長（管野英美子君） 

  小寺正人議員。 

○９番（小寺正人君） 

  大阪府の職員だって聞いていましたので、

多分、そうだろうなと思っていました、実

はね。だから、ＣＩＯと呼ばれる仕事にき

っとなると思います。ＣＩＯ、チーフ・イ

ンフォメーション・オフィサー、最高情報

責任者と呼ばれるんですね。このお仕事を

なさるということですよね。ただ、ＤＸな

んかを考えてはるということになると、ま

たちょっと違う、ＣＤＯかな、チーフ・デ

ジタル・オフィサー、最高デジタル責任者、

これが、どうも世間では主流になりつつあ

るみたい。両方採用するところもあるかも

しれないけど、こういうＣＤＯということ、

お聞きになったことありますか。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  仙波総務部長。 

○総務部長（仙波英太朗君） 

  ネットであるとか、そういった形で検索

等々で聞いたことはございます。 

○議長（管野英美子君） 

  小寺正人議員。 

○９番（小寺正人君） 

  ＣＤＯのね、世間が注目しているのは、

２つあると言われています。 

  デジタルマーケティングが普及してきた。

要するに世界的にオンラインを活用したマ

ーケティング、ＳＮＳを使ったプロモーシ

ョンとか、インターネット広告の活用など、

これ抜きにしては、もう企業は生き残れな

いから。これを分かっている人を役員待遇

ぐらいで使うという。そういうふうなこと、

これが期待できる。 
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  一つは、全社的な組織改革の必要性をみ

んな感じているんですよ、新しい時代のね。

それができる人ですよね。その大きな力を

持って、何を期待しているかいうたら、横

断的です、今、縦になっている、縦型の組

織を横にも命令を発せる、そういうところ

を期待されている。部門横断的に指示を出

せるリーダーが欠かせないと。今、豊能町

ではＰＴぐらいですかね。ＰＴは司令は出

せないですよね。横断的に何か決めたこと

を違う組織に命令を下せるようになってい

ますか。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  仙波総務部長。 

○総務部長（仙波英太朗君） 

  本町におきまして、いろいろ横断的に課

題が発生した場合、ＰＴ、プロジェクトチ

ームというのを組織しております。プロジ

ェクトチームの本町での主な役割といいま

すと、いわゆる横断的な各所属におけるそ

ういう知見を活用いたしまして、それぞれ

の立場から町全体で進めなければいけない、

横連携において進めなければいけないとこ

ろの方向性を決める。例えば、今現在も公

共施設再編ＰＴという形でプロジェクトチ

ームを組んで、今現在、その素案といいま

すか、そういう案をまとめているところ、

そういう形での業務を行っております。 

○議長（管野英美子君） 

  小寺正人議員。 

○９番（小寺正人君） 

  だから、ＣＤＯという考えも、これから

していかないといけないと思っているんで

すけどね。だから、ＤＸという期待も議会

の中にもありますし、町内の組織にもきっ

とあると思うんですけども、部門横断的な

ＤＸを牽引する役目が期待されているのが

ＣＤＯやから、これも行く行くは考えてい

ってもらわなあかんなと、私は思っていま

す。 

  ただ、ＣＩＯさんもね、今、せっかく自

治体クラウド共同化がなされているのにば

らばらに何か動いて、まとまっていないか

ら、企業の言いなりになっているような僕

は気がしてしょうがないんですよ。 

  神奈川県みたいに、もうみんなでやりま

しょうねと、それは首長会議で決めてやっ

ているところは、すごくお金もどんどん落

としていくし、統一化ね、帳票を統一した

ら、それだけでも下がるんですよね。いろ

んな省力化に取り組むというかね。そうい

うことをＣＩＯさんに期待されるんだった

ら、もっと早く大阪府内の自治体が大同団

結できるような、できるところだけでいい

んですよ、堺市みたいに声かけたって、多

分、寄ってこないし、池田に声かけたって

よってこないですわ。寄ってこれるところ

探してね、やっていけばね、相当の効果が

出ると私は思います。 

  それを豊能町はやっているんですかね。

共同化、せっかくやっているのに、どんな

方法でやっているのか、ちょっと教えてい

ただきたいんですけどね。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  仙波総務部長。 

○総務部長（仙波英太朗君） 

  現在、町が管理しているいわゆる基幹系

システムにおきましては、本町、豊能町と

河南町、千早赤阪村、それに島本町、この

３町１村でクラウド化を図っております。 

  例えばデジタル化であるとか、今、国が

進めておりますいわゆる情報システムの共

有化、いわゆる統一的なシステムに移行す

る際、様々なそういう作業が発生してきま

す。もちろん豊能町、このクラウドで進め

ているシステムにつきましても、そういう



 3－17 

日本全国共有システムに準拠するために

様々な作業が発生してくる。そうなってく

ると、当然、企業といたしましては、その

作業に費用がかかるというところになって

きます。 

  そこにおいて、３町１村で共同いたしま

して、交渉の場に入り、そのいわゆる規模

のメリットを生かしまして企業と交渉をし

ている。もちろんその中に、この４月から

ではございますが、このデジタル専門官に

つきましても、その中のミーティングに入

っていただいて、専門的な知識をもって助

言をいただいておるところでございます。 

○議長（管野英美子君） 

  小寺正人議員。 

○９番（小寺正人君） 

  ＣＩＯさんの仕事はね、やっぱりいろん

なことに精通していないと務まらないんで

すよ。企業からも信頼を得ないといけない

し、自治体の皆さんからも信頼を得ないと

いけないからね、大変やとは思いますけど、

それが仕事やから、ＣＩＯさんの。それを

神奈川県の町村会を１回視察されてみて、

あそこはしっかりやっているから、今、主

にやっている、今、豊能町がやっている、

３町１村やね、やっている共同化は、富士

通という会社を相手にしているわけやけど、

富士通は大体高いんですよね。それだけの

信頼があるとは思うけど。でも、ほかの企

業グループもやっているんですね。神奈川

県町村会は日立か何か、そのあれによって、

システムによっては変わっていると思うん

だけど、基幹を日立から、どこだったかな、

栃木県にある会社に替えたら、やっぱり差

が。競争させないと、もう、何ていうんか

な、企業の言いなりになってしまうから、

ならないように、このＣＩＯさんに、とに

かくこっち側がたくさんあればあるほど発

言権も増すので、これを早期にやって、業

務も統一化してね、要するにスペシャルな

ことをやらせないように変えていかなあか

んと思うのね。それが何かやっているよう

に見えへんのですけどね。ぜひね、そうや

ってほしいと期待しています。一度、もう

来られたんですかね。１回、来られました

か。ぜひ、それもお願いして、どんどん省

力化というか、時代に合ったシステムに変

えていってもらいたいと思います。 

  次にですよ、新公会計財務書類４表、こ

れがですね、平成28年度、29年度の２か年

のやつは、もう出ているんですよ。出てい

て、私も頂戴しましたけど。公表されてい

ます。そうすると、30年度と令和元年度、

それから令和２年度、本来なら３月末に出

てなあかん、これね。一番新しいやつは令

和２年度ですよね。令和２年度も３月の末

に出てなあかん、これはね。それが出てい

ますか。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  仙波総務部長。 

○総務部長（仙波英太朗君） 

  本町の財務書類につきましては、現在の

ところ平成29年度まで作成済みでございま

す。 

  現在、大阪府の指示により、新しい決算

分、いわゆる令和２年分を最優先に作成す

るよう指示があったため、現在、令和２年

度決算の財務書類を最優先に作成している

状況でございます。ただ、現在、まだ今作

成中でありまして、令和２年度の決算分に

つきましても完成はしておりません。 

○議長（管野英美子君） 

  小寺正人議員。 

○９番（小寺正人君） 

  その中に貸借対照表が入ってますよね。

貸借対照表というのは、その３月31日現在

の財産状態とかね、負債の状態とか、純資
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産の状態を表すんだけど、あれ、一枚だけ

では何も意味をなさないんですよね。最低

２枚、２年連続ないといけない。要するに

それがないと、次のやつは出されへん。そ

うしたら、29年度までできているんだった

ら、まず30年度出さなできへんはずです。

その30年度がなかったら、次の31年度、令

和元年度に当たるけれど、それはできない

って。それができなかったら、令和２年度

はできないんですよ。やっぱり３つ一気に

出さないといけないと、そう思いませんか。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  仙波総務部長。 

○総務部長（仙波英太朗君） 

  議員がおっしゃられるとおり、貸借対照

表というのは、いわゆる町が持っている資

産であるとか負債、それを表として表した

ものございます。 

  当然のことながら、町の財産というのは、

その年度その年度に対して増減がございま

すので、先ほどおっしゃったとおり、29年

度に作成した、次は30年度、次は31年度と

いうふうに、流れに沿って作成していかな

ければ、令和２年度の貸借対照表というの

は完成はいたしません。 

  現在作成しているのは、いわゆる29年度

からの資産と負債を追って貸借対照表の部

分につきましては、令和２年度分を29年度

から連続した形で作成できるように現在作

業を進めているところでございます。 

○議長（管野英美子君） 

  小寺正人議員。 

○９番（小寺正人君） 

  現在、３か年分ができていない。それを

早急にやるためには、原因もあるわね、き

っとね。人員が足りないという理由もある

のかもしれないし、経験が不足していると

いう問題があるのかもしれないし、知識が

不足しているということも考えられます。

一体何で３年分がずっと出てこないのか、

その理由は何なんですか。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  仙波総務部長。 

○総務部長（仙波英太朗君） 

  新公会計の財務書類の作業がなぜ遅れて

いるのかというふうな御質問でございます

けれども、まず一点、ちょっと申し上げら

れるのは人員が不足している、いわゆる人

員も知識も不足しているという部分がござ

います。なかなか本町の場合、この新公会

計を担当している、行財政課が担当してお

るんですけれども、行財政課につきまして

は、この新公会計以外にも様々な業務を担

当しておりまして、こちらのほうにまでな

かなか今手が回っていないという状況も一

つでございます。 

  あと、もう一点なんですが、この29年度

までは、国がいわゆる無償で貸与しており

ました総務省のシステムでこの作業を進め

ておりました。ところが、国の事情で、こ

のシステム自体が、31年度で、要はシステ

ムがなくなってしまいました。そこで、豊

能町としては、その国のシステムをせっか

く無償で使っておったんですけれども、ま

た一からシステムを、いわゆる公会計のシ

ステム業者と新たにまた契約することにな

り、もう一度、一から作らなければならな

いという状況になっております。 

  そういった状況も重なりまして、現在、

令和２年度の作成が遅れているというのが

事実でございます。 

○議長（管野英美子君） 

  小寺正人議員。 

○９番（小寺正人君） 

  それでは、ちょっと基本的なところに戻

りますけれど、従来から行われている行政
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の会計というのが単式簿記、現金主義の単

式簿記なんですよね。これは間違いないで

すよね。現金が動かない限り記帳もされな

いし、それだけを記帳して出している。昔

でいったら大福帳を腰にぶら下げて書いて

いるのと何ら変わらないですよ、感じとし

てはね。 

  それに対して、国や府は何を要求してる

かいうたら、発生主義による複式簿記会計

を求めているわけです。だから出してくだ

さいよと国からも要請があるわけですよね。 

  要するに発生主義に基づく複式簿記を導

入する意義が分かっているかどうかですけ

ど、どういう意義があるんですかね。これ

を出す、今までのやつをやりながら、こっ

ちも出せと、何で言われているんですか。

どういう意義がありますか。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  仙波総務部長。 

○総務部長（仙波英太朗君） 

  いわゆる複式簿記による財務書類につき

ましては、貸借対照表であるとか、行政コ

スト計算書、あと、純資産変動計算書、資

金収支計算書の４つがございます。 

  これによりまして、例えば先ほど申し上

げましたように、豊能町の資産、いわゆる

ストックの情報、その動きであるとか、あ

るいはフロー部分、いわゆる現金の動き

等々が明らかになります。 

  これにつきましては、既存のいわゆる今

まで行っております決算書では見えにくい

部分、これが見える化されるということで、

例えば類似団体の比較等、あるいは指標の

分析により、資産管理や予算編成に活用で

きるため、これが有用であるというふうに

考えております。 

○議長（管野英美子君） 

  小寺正人議員。 

○９番（小寺正人君） 

  現金主義の単式簿記では情報が不足して

いると、こう言っているわけですよね。こ

れの何が不足しているのかというと、まず

ストック情報があれへん。何か別の、何と

いうかな、書類で別管理しているのかな、

多分。コスト情報、これも把握できへん。

現金が動いたよというのを書いているだけ

やから、コスト、全然把握できてへん。そ

れから、マネジメントに使われてへん。マ

ネジメントというのは管理、そのまま訳し

たら管理になるけど、実際には経営という

ことです。経営に生かされていない。もう

一つ、アカウンタビリティに欠けている。

この４つが不足している。 

  これを何とか近代経営に近づけるいうか、

企業の経営に近づけようというのが趣旨や

と僕は思うんだけどね。どうですか、そう

感じませんか。やっていて、行政の、これ、

明らかに不足しているなというのを感じま

せんか。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  仙波総務部長。 

○総務部長（仙波英太朗君） 

  例えば、先ほどおっしゃられましたスト

ックの情報、これは、今ちょうど私どもの

ほう公共施設の再編を行っているところな

んですけれども、いわゆる例えば建物がど

れぐらいの価値があって、そのうちどれぐ

らいが減価償却されて、残りどれぐらいの

残存価格があるのか、こういった発想につ

きましては、今までの決算書では分からな

い部分でございます。そういった点も含め

て、行政全体においては、そういった数値、

そういった内容を把握することも非常に有

用であることであるとは認識しております。 

○議長（管野英美子君） 

  小寺正人議員。 
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○９番（小寺正人君） 

  東京方式といって、10ばかり全国で採用

していたところがあってですよ、大阪府、

大阪市、吹田市かな、大阪ではこの３つが、

たしかやっていたと。東京では江戸川区と

か、町田市とかね。 

  町田市が出している財務諸表、今、言わ

れている、こんなにあるんです。これは何

でこんなにあるとお感じになるか分かりま

すか。こんなにたくさん要りますかって思

いませんか。これを要求されているんです

よ。どうですか。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  仙波総務部長。 

○総務部長（仙波英太朗君） 

  ちょっとその町田市の冊子を読んだこと

がないので、あくまで憶測になってしまい

ますけれども、いわゆる財務の４表のほか

に、例えば財務４表の根拠となりましたそ

ういう注記であるとか、あと、ほかの細か

な情報、あと、固定資産台帳、そういった

ものが、そこの中に記されているのではな

いかと考えます。 

○議長（管野英美子君） 

  小寺正人議員。 

○９番（小寺正人君） 

  この４つのさっき不足している中のマネ

ジメントに、これに使おうとしているわけ

です。だから、各事業ごとに全部出ている

んです。だから、こんなたくさんになって

いる。だから、これを利用していきたいと

いうのが分かってやるのと、分からずに、

せい言われて時間は経つは、嫌々やってい

るのと違ってくるからね。ちょっと後で参

考にお渡ししますけど。 

  ちょっと時間がないので次に移りますね。 

  去年の３月27日に大阪府が公表して、豊

能町は、たしか５月の全協のところで出て

きた財政シミュレーション、これで基金の

枯渇や財政破綻が避けられないと公表され

たわけですよ。 

  それを見てですよ、去年の令和２年度の

監査委員の意見書の中で、行財政改革の責

任ある体制の構築を言われているんですね、

監査委員からね。どう書いているかという

と、ちょっと時間が途中で切れるかもしれ

ないけど、「財政健全化法に定められた財

政再生団体に指定されると、国の管理下の

もとで財政再建を図らねばならず、起債の

発行制限もかかり、自立的な運営を行うこ

とが困難となり、何としても危機的な財政

状況を回避せざるを得ない状況にある」と、

豊能町はね。で、「将来にわたり持続可能

な財政運営を進め、また、喫緊の課題であ

る危機的な財政状況を回避し、この課題だ

けに集中的に取り組みを進めるため、町政

運営の最高責任者である町長を本部長とす

る「豊能町行財政改革推進本部」を早急に

設置され、全職員が本部員として共通認識

の上で、一丸となって取り組まれることを

提言する」と書かれているんですよね。53

ページに書いてあります。 

  ここでね、これをやるのは、町長が本部

長、これ、会社でやったら、社長が本部長

になるんですよ。僕らの昔勤めていたとこ

ろも社長が本部長になってやるから、みん

な言うこと聞かなあかんようになっている

んです。ここで財政非常事態宣言を町長が

ばんと発したら、もう、ああだこうだもな

いねん。やらなあかんことをやるというこ

とになるからね。これをぜひ提案したいけ

ど、どうでしょうか、町長。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  塩川町長。 

○町長（塩川恒敏君） 

  監査委員の意見書を本当に真摯に受け止
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めております。 

  財政再建緊急事態宣言ということもあり

ますけれども、今、その部分で緊急事態宣

言を行ったときに、住民の皆さんへの説明

責任というのは本当に課されてきます。そ

のときに重要なものは、今後どうするかと

いうことになりますので、それらを含めた

状態でしっかりとやるということで、タウ

ンミーティングも含めて、いろんな形の場

面で財政状況をしっかりとお知らせをしな

がらするという形になっておりますので、

今は発出をしておりません。 

○議長（管野英美子君） 

  以上で、小寺正人議員の一般質問を終わ

ります。 

  議場換気のため暫時休憩いたします。 

  再開は11時20分といたします。 

（午前11時10分 休憩） 

（午前11時20分 再開） 

○議長（管野英美子君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  次に、吉田正子議員を指名いたします。 

  吉田正子議員。 

○３番（吉田正子君） 

  議長より御指名をいただきましたので、

３番、吉田正子、６月一般質問をさせてい

ただきます。 

  それでは、１番、認知症について。 

  認知症とは、病気ではなく、脳の老化や

人体的障害による認知障害や人格変化など

を引き起こす症候群です。 

  厚生労働省の発表によると、2025年には

65歳以上の患者数が約700万人増加するとの

ことです。これは、65歳以上の高齢者のう

ち、実に５人に１人が認知症になる計算に

なります。 

  そこでお伺いいたします。 

  豊能町では、現在、認知症と認められて

いる人の数は把握しているのでしょうか。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  小森保健福祉部長。 

○保健福祉部長（小森 進君） 

  お答えいたします。 

  先ほど議員のほうからも御指摘ございま

した平成27年に策定されました認知症施策

推進総合戦略、いわゆる新オレンジプラン

によりますと、令和７年には65歳以上高齢

者の約５人に１人が認知症とされ、高齢化

の進展に伴い、今後も認知症高齢者はさら

に増加するものと思われます。 

  お尋ねの本町の状況でございます。これ

は、なかなか個々の情報によりまして、人

権に配慮する必要もございますが、正確な

数字としては把握してございません。ただ、

参考という形で申し上げますと、この５月

末現在の豊能町の人口、高齢者の人口は約

9,000人でございます。高齢化率につきまし

ては48％となってございますので、その数

字を５人に１人ということで割り戻します

と、約1,800人というオーダーになるかと思

われます。 

  以上でございます。 

○議長（管野英美子君） 

  吉田正子議員。 

○３番（吉田正子君） 

  先ほど言いましたように、５人に１人と

いうことですので、これから認知症になら

れる方の啓発、医療、介護支援の取組につ

いて、今後をお伺いいたします。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  小森保健福祉部長。 

○保健福祉部長（小森 進君） 

  お答えいたします。 

  認知症に関する支援施策を推進していく

ためには、認知症の人の意思が尊重され、

できる限り住み慣れた地域で、よりよい環
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境の下、自分らしく暮らし続ける社会の実

現ということが課題になっておると思いま

す。 

  これには、地域資源を活用した施策を充

実するということが必要になると思われま

す。 

  本町では、認知症に対する正しい理解と

地域の見守りについての啓発、認知症サポ

ーターの養成などに努めるとともに、地域

における支援体制を構築し、総合的な認知

症対策の推進に努めているところでござい

ます。 

  具体論を申し上げますと、認知症高齢者

等の早期発見、早期対応のために認知機能

の低下などに気づいた方が医療機関へ受診

や地域包括支援センターへの相談など、早

期発見、早期対応や相談支援体制の充実な

どに取り組んでいるところでございます。 

  また、認知症の人や家族の方々への優し

い地域づくりといたしまして、認知症への

正しい理解の促進や認知症サポーターの養

成と支援、認知症カフェなど、地域での居

場所づくりや家族支援、また、本人様から

発信支援などにも取り組んでいるところで

ございます。 

  その他、認知症初期症状の気づき、疑い

から診断、また、症状悪化の際の関係機関

へつなぐなど、認知症の人やその家族が、

いつ、どこで、どのような医療や介護サー

ビスを受けられるのか、認知症の方と家族

が安心して暮らせるよう、一人一人が認知

症を正しく理解し、地域で支え合う取組を

引き続き展開してまいります。 

  以上でございます。 

○議長（管野英美子君） 

  吉田正子議員。 

○３番（吉田正子君） 

  先ほど言われたように、支援についてい

ろいろ言っていただき、そして、これから

は認知症を介護される方のケアとかいう対

策は考えられているのでしょうか。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  小森保健福祉部長。 

○保健福祉部長（小森 進君） 

  お答えいたします。 

  先ほども申し上げましたとおり、いろん

な対応につきまして、様々な機関が取り組

んでいくということになっておりますけれ

ども、議員御指摘のとおり、御本人は当然

ながら、御家族の方、大変苦労されている

ということを、私ども、地域の状況を見て

感じております。これにつきましては、当

然、我々相談機関といたしまして、家族の

方に寄り添うような支援ですね、ここを常

に主眼におきながら、丁寧に相談体制の構

築について、引き続き対応してまいります。 

  以上でございます。 

○議長（管野英美子君） 

  吉田正子議員。 

○３番（吉田正子君） 

  引き続きの対応、よろしくお願いします。 

  認知症は、精神保健福祉法の適用となり

ますが、どのような支援を受けられるでし

ょうか。重なると思いますけども、よろし

くお願いします。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  小森保健福祉部長。 

○保健福祉部長（小森 進君） 

  お答えいたします。 

  認知症と精神保健福祉法との関係で申し

上げますと、認知症の場合でも精神保健福

祉手帳の申請と交付が考えられると思いま

す。手帳の交付を受けていただきますと、

公共機関の利用料金の割引、税金の軽減措

置など、全国一律で適用されているもの、

それと各自治体によってや企業につきまし
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て、適用がある優遇措置を受けることがで

きると思います。 

  また、アルツハイマー病型認知症、また、

血管性認知症の場合、国の基準が満たせれ

ば、自立支援医療の対象となりまして、医

療費の助成制度を適用することとなります。 

  それ以外といたしましては、先ほどのお

答えでも紹介させていただきましたが、そ

れぞれの方の認知症の容態によりまして、

かかりつけ医から紹介による専門の医療機

関の受診や程度に応じまして地域包括支援

センターからの訪問、さらには認知症カフ

ェなどの紹介、デイサービスやショートス

テイなど、介護サービスの利用や介護施設

の入所などの相談を受けながら、必要なサ

ービスの提供につなげていくこととなりま

す。 

  以上でございます。 

○議長（管野英美子君） 

  吉田正子議員。 

○３番（吉田正子君） 

  先ほどの答弁のように、これからそうい

うことがたびたびあると思いますので、こ

れからは広報ということも大切だと思うん

です。やっぱし、見る方が、知っている方

と知らない方もあるので、広報の充実をお

願いいたしたいと思います。 

  認知症の予防策の取組は、どのように実

施されているのか。例えば、歯周病からア

ルツハイマー病になると言われているので、

歯科健診の促進を検討されているのでしょ

うか。お伺いします。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  小森保健福祉部長。 

○保健福祉部長（小森 進君） 

  お答えいたします。 

  議員おっしゃっていただきました、最近、

介護予防と口腔ケアの関係につきましては、

国のほうでもかなり注視しているというこ

とで理解してございます。 

  今、制度といたしましてございますのは、

75歳以上の方につきましての後期高齢者医

療の方につきましては、歯科健診という形

で受診していただくことできます。それ以

下の方につきましては、10歳刻みでござい

ますけれども、成人の歯の検診ということ

で対応させていただいております。 

  今後につきましては、国の方針を今現在

見ていますと、かなり歯の検診のほうを重

視するような取組が示されてございますの

で、その様子を見ながら、本町でも取り組

むことにつきましては、取り組んでまいり

たいと思っております。 

○議長（管野英美子君） 

  吉田正子議員。 

○３番（吉田正子君） 

  本町は枯渇しておりますけれども、検診

によっての財政がいいのか、使うのがいい

のか、それから介護保険になってしまって、

それを検診を怠って、介護保険で医療費が

重なるのか、そのバランスを考えながらの

取組をお願いしたいと思います。 

  それと、これは他のところなんですけど

も、こういうものが、分かりやすく、割と

大きい字で書かれているので、また、こう

いうのもちょっと試みてくださればうれし

いと思います。 

○議長（管野英美子君） 

  すみません。それを言ってください。

「こういうもの」では、議事録に載せられ

ません。 

○３番（吉田正子君） 

  すみません。 

  社会福祉法人猪名川町社会福祉協議会が

出されたものでございます。それには、口

の動きのパタカラとか、舌の出し方とか、

いろいろ書かれていますので、それが認知
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症の予防にもなると思いますので、また検

討をよろしくお願いいたします。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  小森保健福祉部長。 

○保健福祉部長（小森 進君） 

  お答えをさせていただきます。 

  議員御指摘のチラシにつきましては、実

はちょっと前段で見せていただきました。 

  私、知り得ていますのは、猪名川町さん、

初めて見せていただいたんですが、近隣で

は池田市さんも同じようなパンフレットを

作られているのを理解してございます。 

  私どもの今の取組といたしましては、ホ

ームページ上にですね、例えば歯科衛生士、

または管理栄養士、または保健師がですね、

様々な角度から健康でありますとか、口の

動きであるとか、例えば栄養の問題である

とかホームページ上は捉えていただいてお

ります。ただ、皆さんが見れるということ

ではございませんので、御指摘のような分

かりやすいチラシの作成につきましても、

かなりお金の要ることではございますけれ

ども、検討していってまいりたいと思って

ございます。 

  以上でございます。 

○議長（管野英美子君） 

  吉田正子議員。 

○３番（吉田正子君） 

  それでは、今年２月頃、箕面森町方面で

車で通行中、東ときわ台と箕面森町の境界

道路信号で、認知症らしき高齢の女性の方

が信号機の手前でうつろな目でぼんやりと

１点を眺め、立ちすくんでいられる方がい

らっしゃいました。帰り道、その姿はあり

ませんでしたが、無事に帰宅されたのか、

御家族はどうされたのか、後ろ髪を引かれ

る思いでした。 

  認知症の方の徘回は、被害者事故として

危険ですが、それだけでなく加害者になる

場合もあります。例えば、鉄道の進路妨害

などで、その賠償責任は世話をしている家

族に向けられ、さらなる悲劇が起こります。 

  認知症は自覚しにくい脳の神経の死滅で

あり、誰でもなり得る問題です。しかし、

現在は医療発達により初期症状であれば薬

で進行を遅らせることができるようです。 

  高齢化が進んでいる町として、有効な政

策が実行されることを期待します。 

  それでは、次の質問に行かせていただき

ます。 

  窓口サービスについて、お伺いいたしま

す。 

  役場に来られた町民、外来者に対して、

各課窓口では親切丁寧に対応されていると

思いますが、さらなる向上を図るため、ど

のような取組をされているのでしょうか。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  小森保健福祉部長。 

○保健福祉部長（小森 進君） 

  お答えいたします。 

  私ども、特に様々な複雑な制度が多くご

ざいまして、生活との関係性が特に多いと

考えられますので、私、保健福祉部より回

答させていただきます。 

  本町の窓口業務におきましては、挨拶や

言葉遣いなど、基本的な接遇マナーを身に

つけるほか、丁寧に話をお伺いし、相談に

分かりやすく応じられるよう、業務に関す

る幅広い知識の習得に努めてございます。 

  特に、私ども保健や福祉の分野につきま

しては、医療や介護で不安を抱えた方や制

度の理解が難しい方からの相談が多いとい

うことから、特に高齢者の方につきまして

も申請や相談をされるケースが多いため、

皆様の特性を考慮しながら、正確な知識に

基づく説明と丁寧な対応を行う必要がある
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と考えてございます。 

  また、複合的な問題を抱えたケースなど

もございますために、既に取り組んでおり

ます受付窓口と地域包括支援センター、ま

た、福祉相談支援室との横連携による対応

も必要となってございます。 

  今後も各自の担当業務に関する知識だけ

では対応し切れないことも多いため、職責

や経験年数に応じた相談対応能力の向上や、

分かりやすい説明方法を身につけ、各関係

窓口とチームで対応できるように引き続き

取り組んでまいりたいと考えてございます。 

  以上でございます。 

○議長（管野英美子君） 

  吉田正子議員。 

○３番（吉田正子君） 

  これからも、取組、よろしくお願いいた

します。 

  各課窓口では、時として町民から手厳し

いクレームを受けることがあると思います

が、職員が精神的な心労にならないために

も、共有の対応策が決められているのでし

ょうか。お尋ねいたします。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  仙波総務部長。 

○総務部長（仙波英太朗君） 

  町全体としての統一的な来庁者への対応

でございますが、本町におきましては、例

えば接遇研修であるとか、話し方説明説得

研修など、必要に応じまして、職員の中で

町民と接遇につながる研修を行っておりま

す。 

  また、同時におおさか市町村職員研修研

究センターが毎年実施しております府内市

町村職員研修計画に基づき、職員が選択し

てコミュニケーション能力研修などの研修

を受講できるよう、コミュニケーション能

力の向上に努めているところでございます。 

  また、ふだんの職場では、それぞれの職

場で上司や先輩が指導役となり、若手職員

や後輩に対し、窓口対応で必要な知識や技

術を教育すること、これが職員の育成には

有効な研修方法であり、実践することがサ

ービス向上につながると考えております。 

  クレームや住民対応等につきましては

様々なケースが考えられており、対応もそ

の都度変わります。役場内で統一的な対応

方法というのは決めておりませんが、それ

ぞれの窓口で住民と真摯に向き合い、御納

得をいただけるよう、粘り強く説明するよ

うに心がけているところです。 

○議長（管野英美子君） 

  吉田正子議員。 

○３番（吉田正子君） 

  接遇、これからもよろしくお願いいたし

ます。 

  それでは、３番のほうは、接遇をちゃん

とやられているということですので、省か

させていただきます。 

  他府県から通りがかれた人から要求され

た場合のガイドブックは用意されているの

でしょうか。 

  よろしくお願いします。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  坂田都市建設部長。 

○都市建設部長（坂田朗夫君） 

  お答えいたします。 

  観光マップというものがございます。観

光協会で作っておるものなんですけども、

そちらのほうで来庁者に対しての観光等の

案内はしておるところでございます。 

  なお、その観光マップなんですが、昨年

度末に見直しをしておりまして、今年度中

には、また新しく刷新する予定となってお

ります。 

○議長（管野英美子君） 
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  吉田正子議員。 

○３番（吉田正子君） 

  改訂していただくということなので、ま

たできましたら見せていただくことをお願

いいたします。 

  それでは、次の質問に行かせていただき

ます。 

  女性目線の防災対策について、お伺いい

たします。 

  これまで防災対策というと、防災を専門

とする研究者や警察、消防を中心に行政の

関係者が意見を聞き、町の担当課が中心に

なり計画をつくっていたものと思います。 

  しかし、過去の数々の大地震の経験から、

もっと男女のニーズの違いに対応した防災、

避難所の必要な改善策が求められています。 

  女性の視点から防災計画、避難所の設立

を考えられているのでしょうか。お尋ねい

たします。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  仙波総務部長。 

○総務部長（仙波英太朗君） 

  過去の災害におきましては、避難所にお

きまして、例えば女性であるとか、あるい

は子どもさん、そういった方々が大変厳し

い状況に置かれることがあったというふう

に言われています。 

  例えば、男女別のトイレの設置であると

か、更衣室の不足、女性用品や育児・介護

用品の不足、炊き出しや清掃といったこと

について、これが女性に固定化されるなど、

あらゆる問題が発生しているとお聞きして

おります。 

  本町におきまして、まず現在のところ、

例えば備蓄物品の中に女性用の生理用品を

整備するであるとか、あるいは、新型コロ

ナウイルス感染症への対応もありまして、

現在、避難所に少人数で利用できるテント

とベッドを購入しております。これにより、

これを避難所に配置することにより、例え

ばですが、女性のプライバシーの確保、こ

ういった形でも、この備品が役に立つので

はというふうに考えております。 

  今後、また地域防災計画や避難所運営マ

ニュアルなど、様々なマニュアルがござい

ます。こういった見直しに当たりましては、

様々な立場の視点をより一層取り入れたも

のになるように努力していきたいと考えて

おります。 

○議長（管野英美子君） 

  吉田正子議員。 

○３番（吉田正子君） 

  避難所においては、男性が中心になり、

やってこられていますけれども、指導する

立場、リーダーとして女性を採用して、女

性が率先してやるようなことは考えられて

いるのでしょうか。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  仙波総務部長。 

○総務部長（仙波英太朗君） 

  現在、町内の各自主防災組織におきます

役員については、基本的に自治会の方々に

役員の選任をお任せしております。 

  今回の件につきまして、今後、避難所

等々、防災対策につきましても、女性目線

の対策が必要となります。組織や避難所の

運営にこのような視点が反映されるよう、

女性の参画につきましても、今後、働きか

けを行っていきたいと考えております。 

○議長（管野英美子君） 

  吉田正子議員。 

○３番（吉田正子君） 

  答弁と重なるかもしれませんけども、現

状では、女性の少ない防災組織に役員の女

性配置及び女性消防団への積極的加入の促

進を実施すべきではないでしょうか。お尋
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ねします。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  仙波総務部長。 

○総務部長（仙波英太朗君） 

  自主防災組織の役員につきましては、先

ほど申し上げましたとおり、今後、町から

もそういった働きかけを行っていく必要が

あると考えております。 

  女性の消防団員でございますが、現在の

ところ、本町には在籍はしておりません。

消防団員の確保につきましては、全国的な

課題となっているところですが、本町にお

いても団員不足というのが大きな課題とな

っています。近年、女性消防団員数につい

ては増加しておりまして、地域における消

防防災体制の中核的存在として、地域住民

の安心・安全の確保のために活躍している

事例も見受けられます。安心・安全の確保

のため、消防団が果たす役割はますます大

きくなっております。今後も女性消防団員

を含め、消防団員の確保に努めてまいりた

いと思います。 

○議長（管野英美子君） 

  吉田正子議員。 

○３番（吉田正子君） 

  それでは、私の考えですけども、従来の

避難場所では男性がリーダー、女性は食事

や片づけといった、特定の活動が片方の性

別に偏る傾向がありました。 

  従来の男性の感覚の避難所では、災害に

打ちひしがれている女性に、さらに苦痛を

与えるものと思います。このため、避難場

所においては、女性と男性が協力して運営

に携わり、女性ニーズにきめ細やかに丁寧

に対応し、避難所にリーダーや副リーダー

に女性と男性の両方を配置することが必要

だと思います。 

  このことで、私から女性ニーズの具体的

なことを言わさせていただきます。 

  避難所のリーダーや副リーダーに女性と

男性の両方を配置する。 

  リーダー、食事作りや片づけなど、特定

の活動や特別の性別に偏るなど、役割が固

定しないように配慮する。プライバシーの

十分確保された間仕切りにより、世帯ごと

にエリアを設ける。女性と男性用のトイレ

を離れた場所に設置、また、女性トイレは

男性より多くする。女性用品の配置場所を

設けるなど、これは女性が配布されること

を望みます。また、物干し場、及び、休養

スペースを男女別に分けるとか、授乳スペ

ースを別に設けるなど、検討をお願いした

いと思います。 

  これは、役所から、行政から、これ、動

くのは自治体と思うんですけども、こうい

うことがありましたら、すぐに対応もでき

ると思いますので、御検討、よろしくお願

いいたします。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  仙波総務部長。 

○総務部長（仙波英太朗君） 

  避難されてきた方というのは、要するに

災害があって、要は御自身の心も傷つけら

れて、先ほど議員がおっしゃったとおり、

打ちひしがれて、この避難所に避難してい

る状況だと思います。 

  そんな中で、またそういった二次被害で

はないんですけれども、そういった中で、

またもう一度、男性と女性の違い、その辺

りの配慮がないために、傷つけられるとい

う事態は避けたいと考えております。 

  今後、そういった御意見も前向きに考え

て、啓発活動であるとか、あるいは備品の

整備、その他マニュアルの整備に努めてい

きたいと考えております。 

○議長（管野英美子君） 
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  吉田正子議員。 

○３番（吉田正子君） 

  心強い御答弁、ありがとうございます。 

  これ、自治体に負担にならないようには

考えていかないといけないと思いますけど

も、こういう先もって、地震学者もいつ来

るか分からへんいうことが分かったという、

地震学者が言っておりましたので、よろし

く御検討お願いいたします。 

  最後にマスク不要について、お伺いいた

します。 

  今、アメリカ及びヨーロッパで脱マスク

が国の政策として広がっています。 

  日本政府も野外では２メートル以上の距

離が取れる場合など、マスク不要とする基

本的対処方針が決定しました。 

  室内では２メートル以上の距離があり、

会話がほとんど行われなければ、マスクの

着用の不要が推奨されています。 

  経済、熱中症対策を考慮した条件付マス

ク不要の国の政策をどう考られているのか。

よろしくお願いいたします。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  小森保健福祉部長。 

○保健福祉部長（小森 進君） 

  お答えいたします。 

  先ほど議員がおっしゃっていただいたと

おり、政府は５月23日に新型コロナ対策の

基本的対処方針を変更しました。 

  マスクの着用につきまして、野外では周

りの人との距離が取れなくても会話をほと

んど行わない場合につきましては、必要な

いとする考え方を盛り込んだところでござ

います。 

  それによりますと、マスクの着用につき

まして、１つ目に屋内では２メートル以上

を目安に周りの人との距離が取れ、会話を

ほとんど行わない場合に、２つ目に野外で

は周りの人と距離が取れる場合や距離が取

れなくても会話をほとんど行わない場合に

つきましては着用の必要はなく、特に夏場

は熱中症予防の観点から外すことを推奨す

るという考え方が盛り込まれてございます。

さらに、２歳未満の子どもにつきましては

推奨せず、２歳以上の小学校入学前のお子

様につきましても、保育所などでは、周り

の人との距離にかかわらず一律には求めな

いとしてございます。 

  本町といたしましては、こうした政府の

方針を踏まえまして、適切に対応してまい

りたいと考えてございます。 

  以上でございます。 

○議長（管野英美子君） 

  吉田正子議員。 

○３番（吉田正子君） 

  これからも国の政策に沿って取り組んで

いってください。 

  豊能町においては、特に子どもたちのマ

スク不要をどのように考えられているのか。

お聞かせください。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  入江こども未来部長。 

○こども未来部長（入江太志君） 

  お答えいたします。 

  昨日の才脇議員の御質問でもお答えして

おると思いますが、本町では、国が示して

いる留意事項を踏まえ、５月30日付で学

校・園・所へ児童生徒のマスク着用等の基

本的な考え方について通知をしています。 

  その中で、先ほども小森部長の繰り返し

にはなりますが、小学生や中学生につきま

しては、屋外でのマスク着用が不要となる

場面としては、人との距離が確保できる場

合でございます。人との距離は２メートル

以上が目安とされています。それと、人と

の距離を確保できなくても、会話をほとん
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ど行わないような場合であります。例えば、

離れて行う運動や屋内で行う教育活動や自

然観察等であります。また、室内でマスク

の着用が不要となる場面といたしましては、

人との距離が確保でき、会話をほとんど行

わないような場合であります。例えば、個

人で行う読書、調べ学習などであります。 

  学校生活でマスク着用が不要となる場面

としては、屋外の運動場に限らず、プール、

体育館等を含め、体育の授業や部活動、登

下校の際はマスクの着用は不要としていま

す。 

  次に、幼稚園・保育所・認定こども園な

どの就学前の子どもにつきましては、２歳

未満の子どもにつきましては、マスクの着

用は推奨いたしておりません。２歳以上の

就学前の子どもにつきましては、国の留意

事項では、他者との距離にかかわらずマス

クの着用を一律には求めないとされていま

すが、本町では感染防止の観点から、引き

続きマスクの着用をお願いをしております。

ただし、夏の時期に入りますので、身体的

距離を保つことができる屋外の活動の際は、

マスクを外して活動することとしておりま

す。 

  このように昨日の答弁でも説明をいたし

たところです。 

  ふたば園と吉川保育所には、再度、昨日

確認させていただいたんですが、２歳児に

つきましては、一律には求めない、マスク

の着用を求めないとしておりますが、本町

のふたば園、あるいは吉川保育所について

は、２歳児についても、基本的にはマスク

の着用はしていないと、外しているという

ことで対応しているということは確認して

おります。 

○議長（管野英美子君） 

  吉田正子議員。 

○３番（吉田正子君） 

  暑くなり、熱中症も起こりますので、お

伺いしたいんですけど、豊能町において、

学校では室内の温度は何度に考えられてい

るのでしょうか。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  入江こども未来部長。 

○こども未来部長（入江太志君） 

  お答えいたします。 

  教室の温度につきましては、学校環境衛

生基準というものがございます。教室の温

度は18度以上、28度以下であることが望ま

しいと示されております。 

  これを基本といたしまして、これは学校

に空調を、最近、普通教室、あるいは特別

教室に空調機を整備をしておりますので、

学校において28度を目安として、暑いと感

じられる場合は、教員が空調を入れたりし

ている状況でございます。それは、そのと

きの気候によると思いますけど、それは適

宜、学校のほうで運用しているということ

で把握しております。 

○議長（管野英美子君） 

  吉田正子議員。 

○３番（吉田正子君） 

  細かいことを聞いて申し訳ないんですけ

ども、昨日、発言の中に換気ということも

ありましたので、換気はどういうふうなと

きにされているのでしょうか。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  入江こども未来部長。 

○こども未来部長（入江太志君） 

  お答えいたします。 

  学校の教室の換気につきましては、基本

は教室で常時換気、窓を開けたり、扉を開

けたりしております。 

  また、小学校では、お昼の間に業間とい

う20分程度のお休み時間があるんですけど、
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その際は窓を開けて全面換気をしていると

いう状況でございます。 

  また、保育所、幼稚園、認定こども園に

つきましても、保育室、常時換気はしてお

ります。それに加えて、サーキュレーター

といいまして、小型の扇風機みたいなもの

を併せて動かして換気をしているという状

況を確認しております。 

○議長（管野英美子君） 

  吉田正子議員。 

○３番（吉田正子君） 

  それでは、熱中症になられたお子さんが

おられた場合、学校としては、どのような

対応をされているのでしょうか。そのまま

ちょっと様子を見て、前は何かニュースで

言われていた、40分ぐらいたってから自動

車で病院に行かれたということも聞いてい

ますので、本校では、どういうふうな対応

を取られるのか、お聞きしたいと思います。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  入江こども未来部長。 

○こども未来部長（入江太志君） 

  お答えします。 

  もし、熱中症で、あるいは状態の悪いお

子さんの場合は、状況によっては、あるい

は救急を呼んだりする場合もあるかもしれ

ません。ですが、軽度の場合は、学校では

養護教諭、幼稚園でも養護教諭がございま

す、あと、保育所とふたば園では看護師が

おりますので、その者が見て、場合によっ

ては救急を呼んだりとか、保健室ですか、

そういうところで休ませるというような対

応をしていると思っております。 

○議長（管野英美子君） 

  吉田正子議員。 

○３番（吉田正子君） 

  手遅れにならないように、この間もお聞

きしたんですけれども、普通救急講習を受

けられた教師の方は何人ぐらいいらっしゃ

るんですか。私も、申し訳ないんですけど、

消防局から講習を受けてもらったんですけ

ども、学校の体制としては、これをやって

いかれるのでしょうか。 

○議長（管野英美子君） 

  通告にないですけれども、答えられます

でしょうか。 

  答弁を求めます。 

  入江こども未来部長。 

○こども未来部長（入江太志君） 

  お答えします。 

  救急救命講習の件だと思うんですけど、

研修は行っております。ただ、何人受講し

ているかいうのは、把握はできておりませ

ん。ただ、受講できる人数も限りがあると

いう話、聞いております。なるべくたくさ

ん受講していただいて、緊急の場合に対応

できるようにしていきたいと思っておりま

す。 

○議長（管野英美子君） 

  吉田正子議員。 

○３番（吉田正子君） 

  講習を受けたときに、私も講習を受けま

して、熱中症対策のことも講習でお聞きし

ました。そしてまた、体験もさせていただ

いて、どういうふうに対応したらいいかと

いうのもお聞かせいただいて、実地もやり

ましたので、またできましたら御検討をし

ていただいたら、習っているのと、してい

ないのでは、ちょっとやっぱり差が出ると

思うので、よろしく御検討をお願いいたし

ます。 

  それでは、私の６月一般質問をこれで終

わらさせていただきます。ありがとうござ

います。 

○議長（管野英美子君） 

  以上で、吉田正子議員の一般質問を終わ

ります。 
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  この際、暫時休憩いたします。 

  再開は13時ちょうどといたします。 

（午後０時00分 休憩） 

（午後１時00分 再開） 

○副議長（永並 啓君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  次に、寺脇直子議員を指名いたします。 

  寺脇直子議員。 

○５番（寺脇直子君） 

  議長より御指名をいただきましたので、

これより一般質問を始めます。 

  通告とは前後しますが、過疎地域指定に

ついて、まず初めに質問します。 

  過疎指定を受けたことについては、３月

議会でも質問しましたが、改めてお尋ねし

たいと思います。 

  現在、過疎地域が直面している課題とし

て、過疎化に加えて人口減少や高齢化が挙

げられます。 

  我が国の人口は2004年にピークを迎え、

その後、減少を続けており、今後、100年間

で100年前の明治時代の人口水準に戻ってい

く可能性があるとされており、これまで経

験したことのない時代になってくると言わ

れています。 

  また、2050年を見据えた将来推計人口に

おいては、全国の約２割で無居住化すると

の分析も示され、地方消滅への警鐘も鳴ら

されております。 

  人口減少や少子高齢化、過疎化は、同時

に進行することが多いとされています。し

かし、それぞれに起因している課題は全く

同じではないため、解決方法も同じではな

く、おのずと異なってくると思います。 

  過疎は、高度経済成長期から用いられて

おり、過疎地域対策緊急措置法の制定によ

り、法律でも用いられるようになりました。

過疎化は、一定の空間的な範囲に住んでい

る人がどれだけ減っているかで表されます

が、今後、全国的に人口が減少傾向の中で、

過疎地域で人口を増やしていくということ

は容易ではないため、人口が減少する状況

を前提とした上で、それに適応した地域づ

くりに再構築していくことが現実的で有効

ではないかと思います。 

  過疎指定を受けますと、過疎債など、有

利な財政措置はありますが、本町は人口減

少や超高齢化時代に伴う社会保障関係経費

の増加や公共施設の老朽化、学校の再編な

どの事業が予定されております。 

  過疎地域に指定される中、厳しい財政運

営が見込まれると思いますが、過疎地指定

解消に向けて、どのように取り組むのか、

本町の今後の課題をどのように整理され進

めていくのか。お伺いします。 

○副議長（永並 啓君） 

  答弁を求めます。 

  仙波総務部長。 

○総務部長（仙波英太朗君） 

  過疎地域とは、過疎地域の持続的発展の

支援に関する特別措置法の規定に基づき、

一定の要件を満たした場合に過疎地域とし

て指定を受け、地域の持続的な発展につい

て、国による支援を受けることができるも

のです。 

  豊能町は、令和４年４月１日付で新たに

指定することとなりました。 

  過疎地域の持続的発展の支援に関する特

別措置法は、過疎地域の持続的発展を支援

し、もって人材の確保及び育成、雇用機会

の拡充、住民福祉の向上、地域格差の是正

並びに美しく風格ある国土の形成に寄与す

ることを目的としています。 

  過疎指定による特別措置といたしまして

は、国庫補助率のかさ上げや過疎対策事業

債があります。過疎対策債を活用した場合

は、充当率が100％で、元利償還金の70％が

普通交付税で措置されます。 
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  本町におきましては、今年の３月に町の

最上位計画として、豊能町総合まちづくり

計画を策定したところです。この計画は、

町の10年後のあるべき姿を考え、その実現

に向けてまちづくりの指針となるものであ

り、３つの基本方針とそれぞれの方針にお

ける12の基本施策から成り立っており、そ

れぞれの基本施策における具体的な施策を

規定しています。 

  具体的な施策には、現時点での本町の課

題とその改善に向けて必要なこと、10年後

想定される姿が描かれており、本町の過疎

地域持続的発展計画についても、この豊能

町総合まちづくり計画を基本として策定を

進め、国の財政措置をうまく活用して、町

の今後に向けて進めていきたいと考えてお

ります。 

○副議長（永並 啓君） 

  寺脇直子議員。 

○５番（寺脇直子君） 

  これから、非常に全国的にも人口が減っ

てくるということで、過疎地の解消という

のも非常に時間がかかると思いますし、ま

ちづくりの中で、この過疎地の解消に向け

て、また、国の財政措置も含めて検討を進

めてほしいと思います。 

  先ほど答弁にもありましたが、人材の育

成とか、そういうことの支援も受けるとい

うことなんですけども、過疎に関する対策

法というか、過疎自体がどれだけ人口が減

ったのか、また、この財政力要件というの

が基準になっております。 

  我が国の高齢者数は、今後増加しますが、

それは2040年頃にピークを迎えた後は減少

すると予測されています。高齢化率で50年

後の2005年ですね、高齢化率では2005年で

約20％でありましたが、その50年後の2055

年には、約40％に倍増することが予測され

ております。その中でも、75歳以上の後期

高齢者の比率が大きく伸びる見通しとなっ

ています。社人研においては、本町の場合

は、2045年の高齢者人口は5,709人、後期高

齢者人口は、2045年、4,076人と推計されて

います。 

  過疎指定となり、これから豊能町として、

どのような取組をしていくのかという目標

を掲げていくことなどが具体的に必要とな

ってくると思うんですが、過疎指定を受け

て、また、その高齢化率の上昇とともに、

様々な観点から、例えば地域公共交通の在

り方や暮らしやすさを目指していくことも

課題として挙げられると思います。また、

本町の歴史的な資源の活用やキャンプ誘致

の場所になる可能性がある戸知山の有効活

用、東地域の里山の風景や観光農業などに

より、関係人口や交流人口を拡大していく

ことも重要であると考えます。 

  過疎地域の指定を受けて、今年度の発展

計画について、どのように検討して進めて

いくのか。お伺いします。 

○副議長（永並 啓君） 

  答弁を求めます。 

  仙波総務部長。 

○総務部長（仙波英太朗君） 

  本町におきましては、行財政運営が厳し

い状況の中で、今までの過疎という負のイ

メージではなく、この過疎地域の持続的発

展の支援に関する特別措置法による国の特

別措置を最大限活用し、町の持続的発展に

向けて取り組んでいきたいと考えておりま

す。 

  個々の具体的な施策につきましては、現

在、計画を策定中ですが、豊能町総合まち

づくり計画の基本構想である町の将来像、

「自然に抱かれた多様性・創造性で未来が

輝くまち とよの」を目指してまちづくり

を進めるとともに、小中一貫校の整備であ

るとか、今後、進めていく予定の公共施設
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再編に係る事業に対して、国の制度を最大

限に活用することにより、持続可能な財政

運営及び豊能町の発展に向けて実現してい

きたいと考えております。 

○副議長（永並 啓君） 

  寺脇直子議員。 

○５番（寺脇直子君） 

  過疎地域に指定されたということ、答弁

にもありましたように、負のイメージとし

て捉えるのではなく、現在、小中一貫校や

公共施設の再編なども検討されております

ので、国の制度というのを最大限に発揮し

て、まちづくりに生かしていってほしいと

思います。 

  また、人口が減ってきたり、過疎化によ

って、地域の人口も減ってきますと、様々

な人材確保ということもちょっと難しくな

ってくることも予測されますので、外部の

人々や組織、今の取組のスマートシティの

公民連携もそうですけれども、なかなか人

口減ってきたり過疎化になりますと、人材

確保というところはちょっと限界が出てく

ると思いますので、専門知識を持っている

方や、地域にはいてない人材を外部から求

めていく方法も過疎化には有効だと思いま

すので、ぜひ、過疎地域の指定を受けたこ

とで有利な財源や国の支援制度を活用する

ことが可能になりますので、今後の暮らし

やすいまちづくりに向けて取り組んでほし

いと思います。 

  それでは、次の質問に移ります。 

  次に、行財政改革について質問します。 

  現在、ロシアとウクライナの国際情勢に

より、経済情勢の低迷や社会情勢などに非

常に影響が出てくることが懸念されており

ます。そのため、今後、多方面からのいろ

いろな観点からの分析や情報収集により、

財源について、状況を把握していくことが

重要だと思います。 

  本町においては、持続可能な財政運営に

向けて、財政調整基金の枯渇の問題や、今

後、人口減少や少子高齢化社会が予測され

ている中で、限りある財源をいかに配分し

て、優先順位をどのようなプロセスで決定

していくのか、財政マネジメント強化のた

めに地方公会計を予算編成などで積極的に

活用して、自治体の財源を有効に活用する

取組を行わなければならない状況だと考え

ます。 

  行財政改革推進のために、町民が分かり

やすい本町独自のバランスシートの作成が

必要だと考えますが、どのように取り組ん

でいくのか。お伺いします。 

○副議長（永並 啓君） 

  答弁を求めます。 

  仙波総務部長。 

○総務部長（仙波英太朗君） 

  財務諸表につきましては、例えば貸借対

照表では、資産、負債、純資産の状況が分

かり、併せて固定資産台帳などから得られ

る情報により、決算書には表れない本町の

ストック情報などが明らかにされます。ま

た、フロー情報であります現金の出し入れ、

現金の動きも分かりやすく、他団体との比

較、指標分析により、資産管理や予算編成

などに活用できる情報が得られると考えて

おります。 

  本町の財務書類につきましては、令和２

年度決算の財務書類を最優先に現在作成し

ている状況でございますが、まだ完成には

至っておりません。まず、統一基準におい

て、令和２年度の決算における財務諸表の

作成を早急に考えていきたいと考えており

ます。その上で、今後、本町の財務分析を

行い、本町のバランスシート、いわゆる財

務４表で、どのような形になっているのか

を分析した上で、今後、取り組んでいきた

いと考えております。 
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○副議長（永並 啓君） 

  寺脇直子議員。 

○５番（寺脇直子君） 

  ぜひ、財務諸表ですね、取組を進めてい

くということで、令和２年度のものから早

急に進めるということなんですけれども、

この財務諸表は、現行の官庁会計の決算や

予算では表に出てこない負債や資産関係、

ストック情報などのバランスシートを官庁

会計に導入することで、現行の官庁会計で

は見えない予算決算の見える化ができるこ

とで、さらに行財政改革に生かしていける

と思います。 

  本町の場合は、現状の歳出額に対応する

ための歳入不足額が毎年約７億円程度とな

っているため、歳入歳出の両方からの見直

しが必要だと思います。見直しの課題につ

いては、次年度の予算編成までに不足財源

の解消に向けた大胆な見直しを実行してい

かなければ予算編成ができない現状を認識

して、この課題解決に向かっていくことが

急務だと考えます。 

  そのため、行財政改革を進めるに当たり、

行財政改革推進本部を設置してはどうでし

ょうか。 

○副議長（永並 啓君） 

  答弁を求めます。 

  仙波総務部長。 

○総務部長（仙波英太朗君） 

  本町では、基金の取崩しによる財政運営

が続いており、厳しい財政状況につきまし

ては、広報とよのやホームページで周知を

図っております。 

  厳しい財政状況の主たる要因は、東西に

分かれている本町の地理的要因と人口急増

期に整備した公共施設をそのまま運営して

いるため、維持管理費や人件費も含めた運

営経費が負担となっていることによるもの

でございます。 

  このような課題が本町においては明確と

なっており、まずは現在進めております公

共施設の再編、こちらを優先的に考え、タ

ウンミーティングやワークショップ等、

様々な方法により、町の置かれた厳しい状

況について、町の考える方向を直接住民の

皆様にお知らせする方法が現在優先すべき

情報であると考えております。 

  行財政改革推進本部につきましては、現

在、豊能町の中でも、本町の所属全職場に

おいて、このような厳しい財政状況につい

ては共有化を図っており、行財政改革推進

本部という、そういう組織は設置はしてい

ないものの、本町全体の中で共有を図って

いるところであると考えております。 

○副議長（永並 啓君） 

  寺脇直子議員。 

○５番（寺脇直子君） 

  現在、そういう組織は設置していないけ

れども、情報を共有化しているということ

で、まずは本当に状況について共有化して

いくことが大事なことだと思います。 

  現在、どこの自治体も財政状況が厳しい

時代に突入しているんですが、本町の行財

政改革については、まずは収支均衡を図っ

ていくことが重要だと思うんですけれども、

この健全な財政運営を維持していくために

は、一方で財政調整基金の積立ても必要だ

と思います。 

  財政調整基金は、一般的には標準財政規

模の10％程度が必要とされており、本町に

当てはめた場合は、約４億7,000万円程度に

なりますが、例えば、この行財政改革や公

会計改革については、午前中に財政非常事

態宣言について、小寺議員からも質問あっ

たんですけれども、千葉県の習志野市では、

平成８年度以降に財政非常事態宣言を出し

て、それを継続しており、この間に行財政

改革推進本部を設置して、行政全般にわた
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る見直し作業に取り組んでおります。バラ

ンスシートについても、習志野市は公会計

改革のために活用しているという状況なの

で、このような先進事例についても参考に

してほしいと思います。 

  例えば、夕張市の財政破綻や増え続ける

国と地方の借金の状況を考えますと、これ

からの行財政の運営に当たっては、公会計

制度の改革が必要であると思います。 

  午前中の小寺議員の質問では、平成30年

と令和元年と令和２年の３か年の財務書類

の作成がまだできていないということで、

その理由として、人員が足りていないこと

や知識不足などの理由を挙げておりました

が、この財務諸表を活用して、本町の財政

状況を分析をしてはどうかと考えるんです

けれども、現在、この新公会計財務書類の

作成に対して、どのような取組がなされて

いるのか伺います。 

○副議長（永並 啓君） 

  答弁を求めます。 

  仙波総務部長。 

○総務部長（仙波英太朗君） 

  本町の財務書類につきましては、現在、

平成29年度決算分までは作成済みでござい

ます。 

  平成30年度以降の分につきましては、大

阪府からの通知により、令和２年度決算分

を最優先に作成するよう指示があったため、

現在、令和２年度決算の財務書類を最優先

に作成している状況であります。 

  ただ、現在、まだ作業中で完成には至っ

ておりません。今後、できるだけ早期の作

成に向けて取組を進めるとともに、その財

務書類を活用した、いわゆる財政運営につ

いても、今後、検討していきたいと考えて

おります。 

○副議長（永並 啓君） 

  寺脇直子議員。 

○５番（寺脇直子君） 

  本町の財政状況は、今後、人口が減って

くることも予測されておりますし、歳入が

減少するため、その財源不足を補うための

財政調整基金も枯渇している中で、超高齢

化社会に対応した福祉などの経費が増加す

る見込みであるという状況だと思うんです

けども、今までのような財政対策では、抜

本的な改革というところは難しいのではな

いかと思います。 

  先ほど、財務諸表ができていない理由が

人員が足りていないということや知識不足

というところの理由も掲げておりましたの

で、全国の先進事例や、この人員不足や知

識不足ということで、この行財政改革の取

組を熟知している専門的な分野の有識者な

どを、本町が財政健全化に向けて解決して

いくべき課題や方向性について、その専門

家から提言をいただくなど、行財政改革に

向けて、今後、様々な手法で検討し、進め

てほしいと思います。 

  それでは、次の質問に移ります。 

  次に、公園とパークマネジメントについ

て質問します。 

  現在、社会状況が大きく変化しておりま

す。日本も本町も人口減少社会に突入し、

大都市への集中による地方都市から若者が

流出したり、高齢化率が今後もさらに進行

すると見込まれております。 

  本町においても、道路、公園、下水道を

はじめとした社会資本の整備が進む一方で、

財政状況は急速に悪化しており、厳しい財

政制約の中で、効率的な整備や老朽化した

施設の適切なメンテナンスが課題となって

おります。 

  全国的にも地方公共団体の職員数や維持

管理費なども減少していくと予測されてお

り、その中に公園施設の老朽化なども起因

していくということも言われております。 
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  今後、この時代の変化やニーズに対して、

十分ポテンシャルを生かし切れていないと

いう公園もあるのではないかということも

思いますし、公園自体がこれからのまちづ

くりについて活用していくことが必要であ

ると思うんですけれども、このような人口

も減ってくるという社会状況の変化も踏ま

えて、公園が今後いかなる役割を果たして

いくのか、いかなる点により重点をおいて

いくべきかについて、現在、本町が直面し

ている課題を踏まえて、公園の在り方につ

いて、町民に活用されるとともに、地域の

活性化につなげるための町の考えを伺いま

す。 

○副議長（永並 啓君） 

  答弁を求めます。 

  坂田都市建設部長。 

○都市建設部長（坂田朗夫君） 

  お答えいたします。 

  本町のほうでは、令和元年度、日付で言

いますと、令和元年８月１日付になるんで

すが、武庫川女子大学と株式会社オリエン

タルコンサルタンツと本町の三者で、先ほ

ど議員おっしゃっていた公共用地、特に都

市公園と道路に着目しまして、その２つの

魅力的な住民参加型利活用ということの共

同研究を開始したというところです。 

  今年度については４年目ということにな

りますが、ちょっとこの間、コロナ禍でも

あったため、進捗は遅れておるというとこ

ろで、そういった中でも、令和２年度まで

は、ときわ台地区と東ときわ台地区にスポ

ットを当てまして、住民の公園利用状況調

査並びに住民へのアンケート調査等から、

公園を活用して住みたい町をつくるという

テーマでセミナーを令和２年10月11日、住

民と意見交換も行ったというところです。 

  それから、昨年度、令和３年度について

は、令和３年12月４日になりますが、公園

を生かしたまちづくりというテーマで、住

民とワークショップ形式で意見交換を行っ

ておるというところです。 

  本共同研究については、これまでの共同

研究の成果を基に、これからおのおのの公

園の利用対象者を見極めながら、その対象

者のニーズに応じた機能を有する街区公園、

街区公園というのは、本町では大体800平米

ぐらいから2,500平米ぐらいの規模の公園に

なるんですが、そちらの街区公園の整備の

モデルケースの策定とか、あと、大分大き

くなるんですが、１ヘクタール、１万平米

程度の規模の公園になるんですが、近隣公

園レベルの公園、本町でいくと中央公園が

該当しますけども、そちらの公園の管理運

営手法等も含めた試験運用を行っていきま

して、活性化につなげていきたいというこ

とで考えております。 

○副議長（永並 啓君） 

  寺脇直子議員。 

○５番（寺脇直子君） 

  ぜひ、まちづくりの中で公園という、か

なり住みたい町の一つになると思うんです。

なので、特に私も今回の質問で公園につい

て、今、武庫川女子大学と株式会社オリエ

ンタルコンサルタンツ、町との三者で民も

含めて検討しているということなんですけ

ども、ぜひ、民間も含めた公園の活用の仕

方というところを引き続き検討していって

ほしいと思います。 

  公園は自然的な空間がありますし、非常

に高齢者も住みやすくなったり、水や緑が

あふれて、歴史や文化が薫る、そういう美

しい町につながっていきますし、安全・安

心な町として、その実現に向けた公園施策

の具体的な方向性や課題というものを取り

まとめていくことが重要なことだと思いま

す。 

  公園の活用には、それぞれの役割や機能
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を明確化し、戦略的な計画も必要ですが、

その課題への対応について伺います。 

○副議長（永並 啓君） 

  答弁を求めます。 

  坂田都市建設部長。 

○都市建設部長（坂田朗夫君） 

  お答えいたします。 

  先ほどお話しした本町の各地区に点在す

る街区公園と呼ばれる小規模の公園なんで

すが、本町には38か所ございまして、当時

は児童公園と呼ばれておりました。これは、

都市計画法などの大規模開発によって、そ

の開発面積に応じて公園緑地の面積を確保

するということが義務づけられていたとい

うことでございます。 

  東ときわ台、新光風台などの各地区に点

在する街区公園なんですが、大体誘致距離

として、半径250メートルの範囲で１か所、

面積でいくと、本町の場合は800平米から

2,500平米程度を標準として、当時、確保さ

れたということです。 

  その児童公園ですが、平成５年の法改正

で、街区公園に名称変更されたというとこ

ろでございまして、その理由としては、高

齢化社会の進展、それから社会情勢の変化

に伴い、最も身近に存在する公園ですね、

その役割が重要視されたというところから、

児童の利用のみならず、広い年齢層の住民

による探索とか休養等、日常的に利用され

るべきであろうということで、児童のみが

利用するということは不合理だろうという

ことから、平成５年の法改正で名称変更さ

れたというところです。 

  当時、街区公園ですけども、全ての公園

で、おおむねブランコ、鉄棒、滑り台、砂

場が配置されておりまして、それぞれの公

園の役割とか機能とか、そういったものが

もともとそういうものもなかったという状

況でございます。 

  ですので、今後、先ほどもお答えいたし

ましたが、本共同研究の成果を基に今年度

も研究していきますが、それぞれの公園の

利用対象者を見極めながら、そのニーズに

応じた役割、機能を明確化して、その街区

公園整備のモデルケースといったものをつ

くっていきたいと考えております。 

○副議長（永並 啓君） 

  寺脇直子議員。 

○５番（寺脇直子君） 

  ぜひ、その共同研究を進めてほしいと思

います。 

  時代の変化に伴って、様々な課題に直面

し、その対応も迫られているんですけれど

も、公園の敷地内の維持管理に終始するだ

けではなく、町のため、町民のために、公

園のポテンシャルを発揮して、発揮してい

くためのマネジメントの手法の確立が課題

となってくると思いますが、都市公園法が

改正されたことにより、現在、ＰＦＩや指

定管理者制度、また、先ほど答弁にありま

したように民間との連携による整備や管理

運営も現在進んできております。また、企

業の社会貢献を促す関連制度の充実などに

より、民間開発によって創出される公園も

増えています。 

  今後、本町に限らず多くの町では、人口

減少社会への対応のため、人口増加を前提

とした政策から人口減少に対応した構造へ

の再構築、コンパクトスマートシティへの

実現に向けた政策への転換が求められてく

ると思うんですが、公園は生物多様性の向

上や生活環境の改善、防災性の向上などを

はじめとして、非常に多種多様で活用でき

るとともに、社会状況の変化に応じた公園

の再編などによって、効果的な活用や民間

との連携という観点が重要だと思うんです

けれども、町のマネジメントを推進してい

くに当たって、従来の公園をただ維持管理
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していくということの延長ではなく、総合

的なまちづくりの一環として取り組んでい

ってほしいと思うんですが、公園も管理か

ら運営の時代となり、公園の効率的な維持

管理とともに、利活用してもらうための仕

組みづくりが求められています。公園の課

題と町民ニーズを整理した上で、先ほど答

弁ありましたような魅力的な遊具もそうな

んですけれども、公園づくりに取り組むパ

ークマネジメントの考え方で、公園の積極

的な活用に取り組む自治体が増えておりま

す。本町も公園整備の段階からパークマネ

ジメントの発想を取り入れてはどうでしょ

うか。 

○副議長（永並 啓君） 

  答弁を求めます。 

  坂田都市建設部長。 

○都市建設部長（坂田朗夫君） 

  お答えいたします。 

  先ほど、議員のほうからもお話がありま

したが、公園は本町もですけども、国の施

策として、緑とオープンスペースのそうい

った量を確保するということについて、も

ともと重きをもって整備が進められたとい

うところでして、しかし、今後、社会の成

熟化とか、住民の価値観の多様化とか、都

市インフラの整備等、いろいろな背景がご

ざいまして、その緑とオープンスペースが

持つ多機能性を最大限に引き出すことが重

要視される、今後はそういうステージにな

るのではないかと考えております。 

  現在、進めております、先ほどお話しし

ました武庫川女子大学、オリエンタルコン

サルタンツとの共同研究の中でも、今ある

公園をどう維持管理していくのか、今ある

公園をどう活性化していくのか、必要に応

じてどう再編していくのか、そういったこ

とについて議論しておりまして、民間、住

民との連携を加速させるという意味で、そ

ういった切り口で、今現在、取り組んでお

るというところです。 

  そこで、今年度については、先ほどお話

しした小規模な街区公園だけではなくて、

中央公園、面積が１ヘクタール程度の近隣

公園レベルの公園になるんですが、そちら

のほうについても検討を進めておりまして、

魅力的な近隣公園にするというための検討

として、併せて管理運営手法についても検

討していくということで着手しております。 

  その中で、東ときわ台、ときわ台をもと

もとその地区に関しての街区公園なりの調

査からスタートしたというところもあるん

ですが、東ときわ台の中央公園について、

そこ立てまして、そこの東ときわ台中央公

園に要する維持管理の予算、例えば除草と

か、樹木の剪定とか、トイレに係る費用等

ですね、それにかかる予算の範囲の中で、

一緒にやってもらっています株式会社オリ

エンタルコンサルタンツに委託いたしまし

て、通常の維持管理をしていただく形にな

っておるんですが、その予算の中で、イベ

ントなど、にぎわいを含めた、そういった

にぎわいづくりも含めた試験運用というこ

とで、パークマネジメントの考え方も含め

て、一緒にちょっと検討していこうという

ことで、先日スタートしたところでござい

ます。 

  また、６月の補正予算のほうで提案して

おりますけども、コンパクトスマートシテ

ィ化の中で、光風台中央公園がございます。

そちらのほうについても、今、国のほうに

申請中ではございますけども、防災公園、

ＩｏＴ化とか、芝生化、そういったものも

含めて検討していくということで、今現在

考えております。 

  以上です。 

○副議長（永並 啓君） 

  寺脇直子議員。 
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○５番（寺脇直子君） 

  先ほど答弁で防災とか、公園の非常に緑

とオープンスペースということで、様々な

活用について、今、検討をしているという

ことですけれども、非常に都市公園法が改

正されたことで、例えば、先ほどの公園を

防災機能に使ったりとか、保育所などを設

置したり、カフェを設置したり、民間事業

者による公共還元型の収益施設や大規模公

園施設のＰＦＩ事業なども可能と、そうい

うことが設置できるという措置が図られて

いるんですけれども、このうち、今、注目

されているのが、特に公園内で保育所など

の設置が可能となり、地方公共団体などの

公園管理者の許可を受けた上で、保育所や

保育園、認定こども園、学童クラブなどの

設置も認められて、また、公募によって公

園内にカフェやレストランなどの収益施設

も設置できるように規制緩和されておりま

す。また、全国的にも公園内にカフェやレ

ストランの設置もこれから進んでいくとさ

れており、非常に居心地のよい都市公園が

次第に増えていくとされています。 

  例えば、公園に保育所ができた場合の公

園利用者のメリットとしては、公園が避難

所であれば、保育所でミルクやおむつなど

も備蓄できますし、また、防災機能もアッ

プして、保育所のトイレが利用できるなど、

様々なメリットがあるとされております。 

  また、公園の一角にカフェが設置された

場合、地域住民もカフェを利用できて、公

園に新たな魅力が加わります。 

  公園の緑は、多様な生物を育む森とされ

ており、同時にヒートアイランド現象の緩

和など、環境問題の改善の効果も発揮して

いるとされ、また、先ほど答弁にありまし

たように、災害発生時に公園が防災拠点と

して機能するということもあり、公園の防

災・減災対策も非常に注目されております。 

  このような公園が、近年、グリーンイン

フラとして、様々な社会資本整備の観点か

らも非常に注目が高まっており、コンパク

トシティや緑や農業との共生が実現された

町、水や緑にあふれ、歴史や文化が薫る美

しい町など、これからの目指す町の実現に

向けた社会資本として、その重要性が一層

高まってくるとされております。 

  町民の暮らしを豊かにする公園や広場の

整備は、人を呼び込むまちづくりにおいて

も重要です。 

  今後の公園の在り方について、町の考え

を伺います。 

○副議長（永並 啓君） 

  答弁を求めます。 

  坂田都市建設部長。 

○都市建設部長（坂田朗夫君） 

  お答えいたします。 

  議員、お話のあったとおり、公園・広場

の再整備というものは、人を呼び込む、に

ぎわいをつくるという意味でもかなり重要

であるということで考えております。 

  先ほど御説明したとおり、今後は共同研

究を基に、それぞれの公園の利用対象を見

極めながら、そのニーズに応じた公園整備

を進めていく中で、町民参加イベントとか、

情報発信についても検討していくというこ

とで考えております。 

○副議長（永並 啓君） 

  寺脇直子議員。 

○５番（寺脇直子君） 

  これから、より一層住みやすいまちに向

けて、公園の在り方、持続可能な町に向け

て再構築していくことが非常に重要だと思

います。 

  これまでの時代は、経済成長や人口増加

を背景にして、都市公園の量的な確保を急

いだり、良好な緑地を保全することが重視

されておりましたけれども、これに対して、
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これからの時代は、社会が成熟化し、住民

の価値観も多様化する中で、社会資本も一

定程度整備された段階に入っていきますと、

公園政策は、その公園を維持管理するとこ

ろにとどまらず、公園の多機能性を町のた

め、住民のために引き出していくことが役

割であると思いますし、そのような視野を

広げて公園施策に取り組んでいってほしい

と思います。 

  今後もぜひ、まちづくりの一環として、

公園のパークマネジメントについて、今後

とも検討してほしいと思います。 

  以上で、私の質問を終わります。 

○副議長（永並 啓君） 

  以上で、寺脇直子議員の一般質問を終わ

ります。 

  議場換気のため、暫時休憩いたします。 

  再開は２時といたします。 

（午後１時46分 休憩） 

（午後２時00分 再開） 

○議長（管野英美子君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  次に、秋元美智子議員を指名いたします。 

  秋元美智子議員。 

○10番（秋元美智子君） 

  10番、秋元です。議長の指名をいただき

ましたので、一般質問をさせていただきま

す。私で最後でございます。理事者の皆様

におかれましては、お疲れもあるかと存じ

ますが、どうぞ簡単明瞭な答弁のほどをお

願いいたします。 

  では、１項目めから質問させていただき

ます。 

  塩川町長が道の駅を白紙撤回されてから

３年過ぎました。このほど発行されました

豊能町まちづくり計画では、現直売所「志

野の里」については触れているんですけど

も、道の駅に代わる施設と思われる事項が

ないように私は思えたんです。 

  そういう意味での質問なんですけども、

道の駅に代わる施設としては、現在の志野

の里を拡大させたものを町は考えているの

か。代わる施設です。それとも、まち計画

の65ページの施策17にあります地域にお金

を呼び込む仕組みづくり①の「お金を生む、

人がつどえる拠点トヨノステーション」の

ことをおっしゃっているのか、そうじゃな

くて、今後、これから塩川町長のほうから、

道の駅に代わる施設と言っちゃなにかもし

れないけど、何か新たな施策は出てくるの

か。ちょっと町の方向を、まずお尋ねいた

します。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  松本まちづくり調整監。 

○まちづくり調整監（松本真由美君） 

  失礼いたします。 

  総合まちづくり計画に記載のことについ

ての御質問だと思っており……。 

（発言する者あり） 

○まちづくり調整監（松本真由美君） 

  道の駅です。令和４年３月に策定いたし

ました豊能町総合まちづくり計画におきま

して、現在の直売所の規模が小さく、農作

物を陳列するスペースが狭いことが販売の

阻害要因になっていることが課題として挙

げられております。 

  また、地域にお金を呼び込む仕組みづく

りとして、施策「お金を生む、人がつどえ

る拠点トヨノステーション」の取組が掲げ

られており、豊能町の特産品のみならず、

豊能町の魅力を発信し、町外からも多くの

人が訪れ、直売や飲食の提供により、地域

に潤いが生まれることを目標にしておりま

す。 

  今後は地域資源を生かした体験型のコン

テンツやコミュニティー機能の提供、また、

地域経済循環率や関係人口を増加させるた
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めの交流の場の創出などの取組を進めてい

くことも掲げており、今後の施設整備につ

きましては、画一的ではなく、適切な機能

と役割を選択し、地域特性を踏まえながら

検討していくことが肝要であると考えてお

ります。 

○議長（管野英美子君） 

  秋元美智子議員。 

○10番（秋元美智子君） 

  道の駅というのは、もともと第３次、も

しかしたら第２次総合計画かもしれません

けど、そのときから、農業振興、観光振興、

それから東地区の活性化、これは豊能町の

課題としてなっていて、第３次でそれは挙

げていましたね、第４次でそれらを集約し

たものとして道の駅が挙がっていたはずで

す。ですね。それを白紙撤回されて、今後

どうするのですかと言ったら、いろんな形

で、そこら辺のところは非常に曖昧になっ

ているんですけども、これは別々に、その

都度その都度、各施設でやっていくという

ふうな理解でよろしいんですか。ここの統

合はよく分からないんですね。じゃあ、こ

の３本柱は、町としてどうやっていこうと

しているのか。それぞれやっていこうとし

ているのかが見えてこない。ですから、道

の駅に代わる施設は何ですかという質問に

なるんです。 

  御答弁お願いします 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  松本まちづくり調整監。 

○まちづくり調整監（松本真由美君） 

  例えばですけれども、現在、検討中のも

のといたしまして、施設再編の公共施設の

検討の中に、志野の里をチャレンジショッ

プとして始めましたけれども、その先とい

うところの目標が、まち・ひと・しごと創

生総合事業の中ででも、今、途中というよ

うな状態になっているところでございます

ので、公共施設再編の中でも、志野の里の

発展をさせるものを、公共施設再編の中で

検討していきたいというような意見も出て

いるところでございます。 

○議長（管野英美子君） 

  秋元美智子議員。 

○10番（秋元美智子君） 

  どうもかみ合ってないですね。 

  観光振興、東地域の活性化、農業振興で

すね。この３本が豊能町の課題だったはず

ですよ。ですから、第４次で道の駅は出て

きたんですよ。それをなくしたけど町長は、

やっぱりこの３つはちゃんと考えますとい

うことをちゃんと書かれています。 

  じゃあ今回、これは10年先の指針として、

どうなりましたかという質問なんです。そ

れはいいです。そういうことを念頭に置い

てください。 

  それでですね、今のお話を聞いていると、

どうも志野の里は志野の里、トヨノステー

ションはトヨノステーションで行くような

感じですね。ですけど、どちらも拠点を掲

げています。ということは、２つの拠点を

つくるんですか。それとも、志野の里兼ト

ヨノステーションというふうな拠点なのか。

そこをお答えお願いします。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  松本まちづくり調整監。 

○まちづくり調整監（松本真由美君） 

  先ほども御説明したんですが、施設再編

検討委員会のＰＴの中で出てきているのは、

今、秋元議員がおっしゃった部分を融合さ

せて、一つの形としてつくり上げたい。こ

のような意見が出てきております。 

○議長（管野英美子君） 

  秋元美智子議員。 

○10番（秋元美智子君） 
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  それでは、この、お金を生む、人がつど

える拠点トヨノステーション、令和13年に

は特産品やオリジナル食品を食べながら、

豊能町の体験コンテンツを楽しむことがで

きる、云々、ここにも書いてますけども、

そうなると、人を寄せ集めるためには、そ

の場所に駐車場、あるいはトイレですとか、

販売所、こういったものも入ってくるんで

すね。 

  それが道の駅とどう違うのかを、お尋ね

します。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  松本まちづくり調整監。 

○まちづくり調整監（松本真由美君） 

  御質問の件につきましては、魅力発信拠

点トヨノステーションには、トイレ、食堂、

観光案内などの拠点整備は必要であると考

えております。 

  道の駅とどう違うのかという点というよ

りも、総合まちづくり計画での検討の仕方

としては、自然を生かした体験型施設など、

町の財産である地域資源を使った拠点を設

けて、町内雇用と交流人口による経済循環

づくりをつくり出すことを目指すというこ

とにしておりますので、こちらについては、

志野の里の、今、先ほど申し上げました販

売ブースが狭いというところも解決し、今

後の目標になっていくのではないかと考え

ております。 

○議長（管野英美子君） 

  秋元美智子議員。 

○10番（秋元美智子君） 

  整理させてくださいね。 

  志野の里が狭い、で、ちょっと大きくし

ましょう。それがイコール、トヨノステー

ションなんですか。このトヨノステーショ

ンと志野の里を大きくするというのは、も

う一つ理解できないんですが。ここは、ど

のようなすみ分けっていうのかな、イメー

ジを持ったらいいんですかね、私のほうが。

ちょっとイメージしづらいんです、非常に。

トヨノステーションという名前の直売所に

なるのか、志野の里トヨノステーションと

いう形になるのか。さっき一つだっておっ

しゃってましたのでね、ちょっと説明して

ください。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  松本まちづくり調整監。 

○まちづくり調整監（松本真由美君） 

  先ほども申し上げましたとおり、拠点は

一つと考えております。 

  志野の里はチャレンジショップとして、

道の駅を目指すという方向性で動いていた

わけでありますが、今、チャレンジショッ

プとした場所で、野菜を置いて販売してい

る部分では狭いということが課題として挙

がってきております。 

  今後、体験型のコンテンツやコミュニテ

ィー機能の提供なども含めて、１か所の拠

点にしていくものの一つとして、志野の里

は販売ブースということで進められていく

ものだと思っております。 

○議長（管野英美子君） 

  秋元美智子議員。 

○10番（秋元美智子君） 

  それをトヨノステーションっていうんで

すか。今の私聞いたの、そういうことなん

ですが。それですか、それがトヨノステー

ションというふうに受け取ったらいいです

か。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  松本まちづくり調整監。 

○まちづくり調整監（松本真由美君） 

  何度も同じことを言うようなんですけれ

ども、トヨノステーションというところは、
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地域資源を生かした、この地域資源の一つ

が豊能産の特産品になると思うんですけれ

ども、こういうものを生かして、それを物

販する場所もあるでしょうし、その地域資

源を生かして、いろいろな体験をしていた

だくというようなコンテンツもあると思い

ます。そして、関係人口をつくるために、

コミュニティー機能も、その拠点の中には

取り入れていくことになると思いますし、

それによって雇用が生まれたりとか、地域

経済循環、そのようなものが上昇していく。

このようなものだと思っております。 

○議長（管野英美子君） 

  秋元美智子議員。 

○10番（秋元美智子君） 

  トヨノステーションという全体の中に志

野の里みたいなのが入っているという、そ

ういうイメージでよろしいですか。どうも

はっきり分からない、はっきり言って。 

  しかも、ここにはですね、公民連携の取

組でアウトドアが満喫できる農業体験、バ

ーベキューやキャンプなど、自然と共存す

る新しい生活スタイルがデザインされてい

ると。 

  施設再編計画の中に、今、これからやっ

てますわね、キャンプですとか、バーベキ

ューができるようなものも組み込んでいこ

うというイメージを持たしていただいてよ

ろしいですか。どうもはっきり分からない。 

○議長（管野英美子君） 

  暫時休憩いたします。 

（午後２時11分 休憩） 

（午後２時11分 再開） 

○議長（管野英美子君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  答弁を求めます。 

  川村副町長。 

○副町長（川村哲也君） 

  先ほどから答弁させていただいておりま

すけれども、この志野の里を含めた形のい

わゆるトヨノステーションというのは、包

含するというような形になってまいるかと

思います。 

  また、秋元議員が指摘するキャンプとか、

その辺の部分というのは、トヨノステーシ

ョンとは別の政策目標という形になってご

ざいますので、あくまでも生産拠点、いわ

ゆる交流の集い拠点というのがトヨノステ

ーションということで認識しております。 

○議長（管野英美子君） 

  秋元美智子議員。 

○10番（秋元美智子君） 

  トヨノステーション、令和４年時点、ど

ういう状況か。 

  人が集ったり、交流できる拠点型の施設

がなく、観光に訪れても体験・消費行動が

できる場所に乏しい、これ、もう20年前か

ら言われていますよ。そして10年かけて、

道の駅に向かってやってきて、それでね、

なくしているわけですよ。町長が白紙撤回

したことが、いい、悪いじゃないんですよ。

町として、10年20年積み上げてきたものが、

今、ここではっきり見えないというのが、

私はどういうことかなと。 

  ですから、要望しますね。公共施設再編

計画の中でやるってことですから、いろい

ろな計画されているんでしょうけども、し

っかりと再編計画と同時に、しっかりした

ラフ図でも出していただきたい。要するに、

ここにこういう駐車場あります、トイレこ

うします、販売所入ります、アウトドアは

どうなるか分からんけど、ここでアウトド

アって言ったって限られますよね、豊能町

の中でキャンプやらバーベキューって言っ

たって。そういうところまで、しっかりと

したものをきちっと出していただきたい。

少なくとも、もう３年遅れています。目標

が13年で、あまりにも遅過ぎます。これは
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約束していただきたい。いかがですか。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  川村副町長。 

○副町長（川村哲也君） 

  今、秋元議員の質問についてでございま

すけれども、今、公共施設再編の検討もし

ている中でございますけれども、それも含

めてでございますけれども、検討項目の中

には考えてまいりたいというふうに考えて

おります。 

○議長（管野英美子君） 

  秋元美智子議員。 

○10番（秋元美智子君） 

  まずは、検討じゃないんです、私がお願

いしているのは。検討は、もちろんこれか

らされていくでしょう。じゃなくて、具体

絵図を出していただきたいとお願いしてい

るんです。ここの場所で、こういう形のを、

それは具体化するかどうか分からないです

よ。例えば、この小学校を使います。ここ

の１階はこうしますとか。公園の前は駐車

場にしますとか、野菜売りしますとか。そ

ういうものを具体的に出していただきたい

とお願いしたんです。 

  令和13年の実現ではないんです。３年も

遅れている。しかも言うと、お金を生み出

すあれですよ、これ、計画は。先ほどの川

上議員の質問じゃないけど、豊能町、財政

難にどんどんなっていく。昨日もいろんな

質問あったと思いますけど、私、さっき言

いましたけど、一つは10年20年、東地域の

活性化、農業振興、それから観光ですね、

この３本柱に向かって動いてきた、その実

績、取組をやっぱりすぐ引き継いでいただ

きたい。 

  それから、就農の話も出ていましたよね。

就農者、増えていると。そういったことの

受皿も、やっぱり急いでいかなくちゃいけ

ない。野菜作ったらどうするかということ

もね。 

  そういうことも含めてね、早急にやっぱ

り。 

  もう一つ、絵だけじゃなくて行動計画で

すね。いついつまでに、何々しますという。

そういったところまでの具体性を持って、

これには取り組んでいただきたいと思いま

すので、そのお願いをしたんです。検討し

ますじゃないんです。出します、提示しま

すのお約束をいただけますかと。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  川村副町長。 

○副町長（川村哲也君） 

  今、秋元議員の御質問でございますけれ

ども、具体的な姿、ラフ図といいますか、

そういう点についてでございますけれども、

今の本町の財政状況も踏まえますと、今の

段階で具体的にすぐにということは、なか

なか難しいと考えております。 

  また、この総合まちづくり計画自体が、

令和13年度までの10か年計画ということで

ございますので、その中で、この今考えて

おります過疎的持続的計画の中でも考えて

まいりたいというふうに考えておりますの

で、今の段階では、検討しているというこ

としか申し上げられません。 

○議長（管野英美子君） 

  秋元美智子議員。 

○10番（秋元美智子君） 

  私の理解が足りないかどうか分からない

けど、今、答弁いただいて、これ何ですか

と言って、答弁いただいている中では、は

っきり言って、私、見えてこないんです。

これは、私が悪いのか。分かりますよ。後

ろから、私が悪いんだ、理解が悪いんだっ

て言ってますけども、それじゃ困るんです

よね、やっぱり。 
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  お金かけてね、作ってくださいとは言い

ません。文章でも何でもいいです。職員さ

ん、副町長の絵でもいいですわ。こういう

ふうな、学校の中のこの辺を駐車場とか、

こういうことなんですということを出して

いただきたいんです。分かっていただけま

すか。分かっていただけますか。じゃあ、

期待していますので、提示してください。 

  次に入ります。 

○議長（管野英美子君） 

  よろしいですか。 

○10番（秋元美智子君） 

  分かっていただけたかどうか、確認を。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  川村副町長。 

○副町長（川村哲也君） 

  今、秋元議員から、かなり強い、強いっ

て怒られますね、すみません、厳しいって

言ったら怒られますね。今の段階で申し上

げますと、すみません、まだ検討している

ということで、絵ということでございます

けれども、それについては、しばらくちょ

っとお時間を頂戴したいというふうに考え

ております。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  塩川町長。 

○町長（塩川恒敏君） 

  ありがとうございます。 

  現在、検討中というところでございます

けれども、まず一旦のベースなんですけれ

ども、令和元年のところで、道の駅設置準

備委員会、ここでの最終的な検討の結果、

答申をいただいている部分、これを真摯に

受け止めております。 

  道の駅は、単に農作物や加工品を販売し、

採算を求める場所ではない。これも一つ。

当時のところは採算性が取れなくて、量も

生産ができないということでした。ただ、

町として、農業振興、地域の連携、交流、

総合的な情報発信を通じて、地域活性化や

福祉の向上を図る上、重要な拠点であると

考えられている。これは答申の部分です。 

で、そのときに道の駅という手段にとら

われず。 

（発言する者あり） 

○町長（塩川恒敏君） 

  はい。それらを統合した形のものとして、

我々としてはつくっていきたいということ

で、複合化になってくるというように思い

ます。 

  生産者の自立、そして、どんどんと生産

の担い手も含めてつくっていかないといけ

ませんし、それから、いわゆる民間の活力

もしないといけませんし、それから、特に

やっぱり道の駅というよりも、農業の活性

化のところでいきますと、いわゆる販売、

流通も含めた状態で、それらを含めたマー

ケティングとマーチャンダイジング、この

部分も含めた形で、複数の場づくりも必要

というような考え方でございますので、そ

れらが一番適切で、財政面もございますの

で、費用がかからない状態と、それから、

それ以降にもいろんな形で案が出てきてい

る部分がありますので、それらを複合して

検討していくというところで、今現在、ポ

ンチ絵を出すというところまでは至りませ

んけれども、必ずやっていきますので、よ

ろしくお願いいたします。 

○議長（管野英美子君） 

  秋元美智子議員。 

○10番（秋元美智子君） 

  少なくとも、この３年間には実現すると

いう勢いでやっていただきたい。今のお話

聞くと、やっぱりそれぐらいでできると思

います。ですから、よろしくお願いいたし

ます、これは。本当にお願いいたしますね。 
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  私は正直言って、ここを見て、本当に怒

り心頭だったんですよ。「人がつどったり、

交流できる拠点型の施設がなく、観光に訪

れても体験や消費行動ができる場所に乏し

い」これ、20年前からの豊能町の課題です

よ。それに向かって一生懸命やってきた職

員だってあるんですよ。積み上げてきたも

のだって。そこのところをよく考えて、検

討しますのレベルじゃなくて、３年後には

実現しますぐらいの勢いでやっていただき

たい。 

  これは、これで終わります。 

  次の質問に入らせていただきます。 

  まず、老人憩いの家は後にさせていただ

きます。 

  では、国保診療所のことです。 

  私、10年前から国保診療所の歯医者さん

にお世話になっています。非常にそういう

意味でも。 

  前はね、たしか看護師さん、正職の方い

らしたような気もするんですが、今は歯科

医の先生も看護師さんも薬剤師さんは兼ね

ていますけどね、正職員という呼び方が正

しいかどうか分かりませんけども、いらっ

しゃらないんですね。これは、医療体制の

充実・安定のため、それから、今後の、先

ほどちょっと申し上げたかな、国民皆歯科

健診ですね、全員の健診をしましょうとい

う動きも出ていますので、やはり、そうい

った意味で、もっと正規の職員を増やすべ

きじゃないかという意味で質問を挙げさせ

ていただきましたけど、まず、町のお考え

をお聞かせください。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  小森保健福祉部長。 

○保健福祉部長（小森 進君） 

  お答えさせていただきます。 

  まずは議員、利用者といいますか、患者

様との立場としても御発言いただいていま

す。非常に有り難いなと思うんですが、現

状について、私のほうから、まず御説明を

申し上げます。 

  私ども国保診療所につきましては、所属

の正職の専門職につきましては、現在、歯

科医師の１名ということになってございま

す。正職員以外では、市立池田病院からの

派遣の内科医師が１名、会計年度任用職員

の内科医師が２名、看護師が３名、歯科衛

生士が３名、この人数で交代で勤務をして

ございます。 

  安全な診療を行う上では、診療所内のチ

ーム体制が非常に重要となりますが、チー

ムを組織的に運営していける正職の専門職

が複数いることが望ましいということは考

えてございます。 

  また、本町の国保診療所のように小さい

組織では、看護師などのスキルアップの機

会に乏しく、取組も難しいため、組織内外

での研修計画を立てて実行していけるよう、

正職の看護師のことについても検討する必

要があるかなと考えてございます。 

  経営的には難しい面もございますが、引

き続き地域に求められます診療所であり続

けるために検討してまいります。 

  以上でございます。 

○議長（管野英美子君） 

  秋元美智子議員。 

○10番（秋元美智子君） 

  同じく豊能町総合まちづくり計画の施策

の５の安心して医療・介護が受けられる暮

らし、この部分では、訪問診療ができる医

療従事者と介護人材を確保することで、切

れ目なく医療から介護までつなぐことがで

きる体制を構築すると。要するに人材を確

保すると言っています。そういった意味で

は、やはりきちっとした正規の職員の方、

看護師さん、お医者さんはちょっと難しい
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のかもしれませんけども、看護師さんとか

歯科医とか、そういった方を確保していく

必要があるんじゃないかなと思いますけど、

いかがですか。こういったことは、部長で

すか、人事は。期待していいものでしょう

か。質問いたします。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  仙波総務部長。 

○総務部長（仙波英太朗君） 

  以前からも申し上げておりますが、本町

の財政状況は、今現在、かなり厳しい財政

状況で、持続可能な財政運営を行えるかど

うかというところが課題となっております。 

  その中では、いわゆる経常的な経費、こ

れがかなり高いというところが問題になっ

ておりますが、その中でもやはり人件費が

高い状況となっております。 

  人件費につきましては、本町全体、本町

にはもちろんどこの役所もそうなんですけ

れども多種多様な業務がある中で、本当に

正職として必要な業務は何なのか、もしく

は、ここは例えばどういった形の人材が必

要なのかというところを総合的に見て、現

在の人員の配置の状況となっております。 

  診療所における看護師の確保というのが

非常に難しいというのは、本町だけではな

く全国的な課題となっておりますけれども、

人件費については、町全体を見渡した中で、

効果的な配分を考えて、限られた財源の中

で運用していきたいと考えております。 

○議長（管野英美子君） 

  秋元美智子議員。 

○10番（秋元美智子君） 

  私、ちょっと看護師さんにね、どのくら

いの報酬を受け取っているのか聞いてみま

した。驚くほどの安さでした。 

  今、全国的に看護師さんを確保するのが

難しいですよね。いろんなコロナもあるし。

かつて教育委員会のほうから、看護師さん、

どこかにいらっしゃらないか頼まれたこと

があったけど、実際難しかったです、本当

に。看護師さんの免許を持っている方がい

らしても、その方にお願いするのは非常に

難しかった。 

  そういう意味で、このまちづくり計画の

中で、安心して医療・介護を受けられる暮

らしでは、医療従事者と介護人材を確保す

る。どうやって確保していくのかなと、正

直ね。ですから、部長おっしゃった、とて

も難しそうなことをお話ししていたけども、

正規の職員をお願いしていくの難しい。だ

けど、実際は豊能町のこっちに、大本のほ

うに書いているわけですから、これに見合

った形で、ぜひ取り組んでいただきたい。

お願いいたします。 

  それで、特にですね、先ほどのアルツハ

イマーの話も出ていましたけども、歯周病

からね、そこから酪酸という菌が生まれて、

それがずっと脳を回って、海馬に行って、

海馬を萎縮させてアルツハイマーを起こす。

これはもう医学的に証明されている。だか

ら、アルツハイマーだけじゃなくて、肺炎

ですとか、糖尿とか、歯の中の歯周病はい

ろんな病気を起こすから、要するに医療費

を削減しましょうということで、今、政府

で話し合っているわけですから。国民皆歯

科健診ですね、皆さん、健診しましょうと

いう、そういった動きもしていますし、そ

ういった意味では、豊能町の医療の充実に

向けて、やはりそれなりの人材を確保して

いくためにはどうしたらいいかという意味

で、医療体制を盤石にするためにも、正規

の職員をぜひ考えていただきたい。 

  これにつきましては、また別の機会でも

質問させていただきますので、お願いいた

します。 

  次に入らせていただきます。 
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  まず、まあいいです、町長答弁同じだと

思います。 

  学校に入らせていただきます。 

  吉川中学校の改修で、アスベストの除去

工事が今必要となって、その間は吉川中学

生は光風台小学校で勉強しましょう、通学

しましょうということが、町のほうから提

案されましたけども、私自身は、今、より

有意義な中学校生活を送るためには、やは

り同じ中学生であります、東能勢中学校の

生徒たちと一緒になることで、クラブ活動

ですとか、それから仲間づくり、あるいは、

何よりも東西の交流につながるんじゃない

かなと考えています。 

  こういったことで、東能勢中学校に通う

ほうがふさわしいんじゃないかなと思うん

ですが、この検討はしていただけましたで

しょうか。この点について、お尋ねいたし

ます。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  入江こども未来部長。 

○こども未来部長（入江太志君） 

  お答えいたします。 

  吉川中学校改修工事につきましては、ア

スベスト対策工事も加わり、子どもたちの

教育環境のことを考えますと、工期が３年

半近くかかるため、他の場所で教育活動を

行うほうが生徒たちの負担が少ないと判断

し、今年の３月24日の全員協議会で御説明

申し上げましたとおり、生徒が光風台小学

校へ移ることを想定した改修工事計画を現

在検討しております。 

  東西地区の生徒の交流につきましては、

クラブ活動や授業の一部の活動で東西の交

流は行われています。 

  また、生徒１人１台のタブレット端末も

導入しておりますので、授業や生徒会活動

におきましても、東西の生徒同士の交流が

図られると思いますので、光風台小学校へ

移ったとしても、そのような東西の生徒の

交流は継続して行うことができると考えて

おります。 

  議員御質問の東能勢中学校へということ

でございますが、内部でも課題はいろいろ

と多いということで、光風台小学校へ移っ

て学校活動を行うほうが適切ではないのか

なということで検討を進めております。 

○議長（管野英美子君） 

  秋元美智子議員。 

○10番（秋元美智子君） 

  どのような課題がありますか。例えばバ

スの経費が高過ぎるとか。まず１点、それ

ですね。当然、光風台小学校のほうも、ち

ょっと改造しなくちゃいけないと思うんで

すね。 

  ですから、まず私の質問、バスの運行費

も検討したと思いますので、それと、学校

の改造費、この金額を教えてください。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  入江こども未来部長。 

○こども未来部長（入江太志君） 

  お答えいたします。 

  まず、スクールバスのお尋ねがあったと

思うんですけど、詳細な検討まではできて

おりません。ですが、粗い試算でございま

すが、今、吉川中学校の生徒、約200名ほど

いらっしゃいます。仮に大型バス、これは

45人乗りが一番大きいかなと思っているん

ですが、それで生徒だけ移動するとしたら

５台程度要ります。１台幾らかといいます

と、これはちょっとネットで調べた程度な

んですが、諸経費も含めますと、約2,000万

ぐらい要るのかなと。１台2,000万円、購入

費がです。大型バスを１台購入するとした

ら１台2,000万円、５台で約１億円というこ

とになると思います。 
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  あとは、運行費でございますが、約１台

運行で500万円程度必要かなということで試

算をいたしました。５台ですと2,500万円、

工事の期間が２年ですので、5,000万円の運

行費を要するのかなということで、合わせ

ると購入費と運行費で１億5,000万円程度が

必要ということで、粗い試算をしておりま

す。 

  なお、この経費については、学校統合前

の運行ということでございますので、国に

も確認したんですが、財政措置はないとい

うことは確認している状況です。 

  あと、改修費でございますが、これはま

だ学校と詳細な詰めはまだできておりませ

んので、ある程度の打合せはできておりま

すが、経費としては、まだ詳細な試算はで

きていない状況ですが、約5,000万円程度と

いうぐらいの想定はしておるところでござ

います。 

  あと、こちらに来た場合に、東能勢中学

校は第２期工事を令和７年度に予定してお

ります。これは、東能勢小学校の１年生か

ら４年生までを受け入れる第２期工事を令

和７年度に改修工事をする予定でございま

すので、仮に吉川中学校の生徒が東能勢中

学校に来たとしても、すぐまた改修工事に

かからないといけないという状況が発生し

ますので、なかなか課題が多いということ

で認識しております。 

○議長（管野英美子君） 

  秋元美智子議員。 

○10番（秋元美智子君） 

  大分前かな、町の中でバスを走らせると、

たしか１日、値段、金額違いましたけど、

１日１台７万円て聞いていたことがあるん

ですね。私、３年しか使わないものを購入

する金額を出してくるというのは、ちょっ

と驚いたので、リースでも十分だと思うん

ですね。 

  何よりね、考えていただきたいのは、や

っぱり同じ中学生同士、しかもこんなに小

さな町ですよね。一緒に学ばせるというこ

とが難しいですか。タブレットがあるから

とかね、交流していますとか、それはやら

ないための言い訳にしか聞こえないんです

よね、私には。そうじゃなくて、やっぱり、

学年、今、100人もいないから、もっと切れ

てますね。やっぱり同じ豊能町の中の同じ

学年の子どもたちというお互い性を考えた

ときに、私はやはり東、西、一緒に勉強す

る機会をつくっていただきたいと思うんで

すが、これについてはいかがですか、経費

の問題関係なく。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  森田教育長。 

○教育長（森田雅彦君） 

  私のほうから答弁させていただきます。 

  今、秋元議員のほうからね、子どもたち

の交流、東、西、含めて、今回の移動先に

東能勢中学校を考えてはどうかという御提

案をいただいております。子どもたちの交

流ですとか、今、御提案いただいておりま

す部活ですとか、あるいは、給食の時間で

すとか、いろいろと子どもたちが一緒に活

動するということが、これは大変有意義な

ことだというようには思っております。 

  ただ、部長のほうから答弁させていただ

いておりますように、やはりそういうよう

なメリットも確かにあるんですけれども、

課題もたくさんやはり考えられるというこ

とでございます。 

  先ほどの答弁ではありませんですが、例

えば、子どもたちを東能勢中学校に移して、

それで一緒に授業ができるかといいますと、

これはできないことはございません。ただ、

やはり定数上の話がございますので、一緒

にして授業をすると、先生の数が減ってし
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まうというようなマイナス面もございます。

これは同じ地区の中でも、再編前にそうい

うようなほかの学校へ移動してというふう

な事例がございましたが、１つの校舎の中

で２つの学校が教育活動を行うというよう

なことになります。ただ、休み時間ですと

か、給食とか、あるいは部活などは一緒に

できるんですけれども、それぞれの学年の

授業は別々にしてやっていかないと、先生

の数がざっと計算しましたところで、６人

から７人減ってしまうというような課題も

ございます。 

  そのほかにも、やはり、これは。 

  よろしいですか、ここまでで。 

（「十分です」の声あり） 

○教育長（森田雅彦君） 

  十分ですか。分かりました。すみません。 

○議長（管野英美子君） 

  秋元美智子議員。 

○10番（秋元美智子君） 

  私の分からないいろんな問題があるんだ

と思いますけども、私自身ももうちょっと

調べて、できるならばと思っていますけど

も、今の教育長の答弁の中で、先生の数が

減るというマイナスということはあるとい

うことは承らせていただきましたので、こ

の質問は、これで終わりにいたします。 

  次にシルバー人材センターについて、質

問いたします。 

  シルバー人材センター、もう何回も言っ

てますけども、高齢者等の雇用の安定から

に関する法律によりまして、定年退職者な

どの高年齢者の就業機会の確保のため、必

要な措置を講ずるよう努めることが、国と

自治体の責務として位置づけられています。 

  しかし、私の知る限りでは、豊能町の場

合、自治体の責務を果たしていないように

も、大変失礼な言い方ですが、あそこをた

だで場所を提供したりなんかしていますけ

ども、私はちょっとそう見えるところがあ

るんですね。 

  一体、町にとってシルバー人材センター

というのは、どのような存在なのか、国と

町とシルバー、この三者の関係をどのよう

に考えているのか、お尋ねいたします。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  坂田都市建設部長。 

○都市建設部長（坂田朗夫君） 

  お答えいたします。 

  先ほど、秋元議員からもお話が出ました

けども、本町といたしましては、シルバー

人材センターについては、定年退職者など

の高齢者に対し、そのライフスタイルに合

わせた臨時的かつ短期的、または、その他

の簡易な業務を提供するとともに、様々な

社会参加を通じて、高齢者の健康、生きが

いのある生活の実現、地域社会の福祉の向

上と活性化に貢献していただいている組織

ということで考えております。 

  一般社団法人シルバー人材センターにつ

いては、国及び町が補助金を交付して、現

在運営しているというところでございます。 

○議長（管野英美子君） 

  秋元美智子議員。 

○10番（秋元美智子君） 

  ちょっと部長触れられましたけど、シル

バー人材センターって、国と地元自治体か

らの補助金で運営するように設定されてい

るんですね。町は一つのほうの補助金は出

しています。ただ、もう一個のサポート費

に関しては出していないんですね、これ。

これは、サポート費の補助金を出せない、

出さないというかな、というのは、実を言

うと豊能町だけなんですね、この大阪府下

ではね。どうして出せないのか、非常にこ

れ、シルバーの運営厳しいものですから、

もしよかったら、その出せない理由を、出
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さない理由を教えてください。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  坂田都市建設部長。 

○都市建設部長（坂田朗夫君） 

  お答えいたします。 

  現在の豊能町のシルバー人材センター、

法人になってからですけども、本町から運

営費の補助金という形で、先ほど秋元議員

のほうからありましたが、そちらについて

は、今年度も国庫補助要件に基づきまして、

上限いっぱいの金額を補助金として交付し

ております。ただ、先ほど秋元議員からあ

りましたサポート事業費のほうについては、

本町の財政事情、今、厳しいという中でご

ざいまして、ちょっとなかなか交付するの

が難しいというのが状況でございます。 

○議長（管野英美子君） 

  秋元美智子議員。 

○10番（秋元美智子君） 

  もう何年も出していないから、相当厳し

いんだろうし、これを出せと言う議論はね、

もうちょっと今ここでは遅いような気がし

ますので。 

  今後、財政難でサポート費は出せない、

ただ運営費のほうは何とか町が頑張って出

してくれるという前提ですよ。その前提で

考えたときに、このサポート費が出ないこ

とによって、結局シルバーというのは手数

料15％の中で、この費用を捻出しなくちゃ

いけないんですね。私の調べた限りでは、

もう、これ限界来てます。何年もずっと積

み重ねが来てまして。ですから、今回辞め

られましたけど、事務局長か、局長、ある

いは正職の方が途中でショートして、お金

がなくなったと自分たちが身銭を切って立

て替えてという状況です。 

  これは、非常にやっぱり今後長続きしな

いだろうなというのが一点。 

  それからもう一点ですね、私、これは厳

しい、国の補助金を受けることによって非

常に会計システムが複雑です。かつ、国の

厳しい監視の下に置かれています。わずか

なミスが本当に大きな責任問題に発展して

いくということも、今回、調べさせていた

だきました。 

  私自身、この高齢化ですから、シルバー

人材センターに仕事を依頼する人、例えば、

草むしってほしいとか、枝切ってほしいと

か、そういう住民が増えてくると思います。

逆に今度、高齢化で働きたいという住民も

増えてくる。そういう意味では、シルバー

人材センターっていうのは必要だとは思う

んですが、非常にその運営を考えたときに

厳しいものがあるなと正直思っているんで

すが。 

  仮にですね、シルバー人材センター、資

金難ですと、あるいは会計システムの問題

で閉鎖となった場合、これはあっちゃいけ

ない話なんですが、そうなった場合、町は

高齢者の就労に向けて、どのような対策を

取ろうとされているのか。もし、お考えが

あるようでしたらお聞かせください。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  川村副町長。 

○副町長（川村哲也君） 

  この間、秋元議員からもいろいろお話を

お聞かせいただいておりますけれども、私

も同じく、このシルバー人材センターの今

後の運営については、危機感を非常に覚え

ているという状態でございます。 

  先月ですけども、シルバー人材センター

のほうが、理事長以下、理事の方、また、

事務局長の方が役員交代があったというふ

うに聞いております。まずは、この新体制

の中で、今後のシルバー人材センターの在

り方について、どのような考えをお持ちな
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のか確認した上で、町としても、どのよう

なことが支援できるのか検討してまいりた

いというふうに考えております。 

  その上で一つの選択肢となりますけれど

も、シルバー人材センターは、平成26年に

法人格を有しまして法人設立をしていると

いう状況でございますけれども、この法人

格の存続というのが、いわゆる、もうやめ

るということも一つの選択肢なのかなとい

うふうに考えております。実際、大阪府内

でも幾つかの団体の実例はございますので、

身の丈に合った経営をしていただくという

ことも一つの選択肢かというふうに考えて

おりますので、そのような選択肢も含め、

町として今後も支援してまいりたい、その

ように考えております。 

○議長（管野英美子君） 

  秋元美智子議員。 

○10番（秋元美智子君） 

  選択肢の一つには、そういうのはあると

思います。 

  ただ、法人格をなくすことによって、派

遣かな、多分、派遣のほうができなくなる

と思います。その場合、やっぱり影響を受

ける、住民はもちろんそうですけども、豊

能町のシルバーのほうにいろんな形でお願

いしていた企業のほうにも影響を与えるこ

とになりますので、また、その辺りは重々

お互い話し合って、よりよい方向で行って

いただきたいと思います。 

  これにつきましては、また後日改めて質

問させていただきますので、よろしくお願

いいたします。 

  もう一点あります。 

  老人憩いの家なんですけども、これ、今

回予算上がっています。 

  今、気になるのは、あそこに防災備品が

いっぱい詰め込めていたと思うんですが、

これがどうなったか。どこか移転する予定

があるのか。今回、新たに用途変更出てい

ますので。この答弁だけお願いいたします。

どこか行き先が決まっているのか。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  仙波総務部長。 

○総務部長（仙波英太朗君） 

  現在、旧老人憩いの家には、生活用物品、

ベッドやテント、飲料水等を中心に保管を

しております。 

  移転先につきましては、現在のところ、

まだ正式には決定しておりません。例えば

ですが、町内にある公共施設を活用し、あ

るいは、各避難所への分配も含め、現在検

討しております。 

  老人憩いの家のいわゆる業者といいます

か、活用が確定するまでには、必ず備品の

備蓄先についても選定をしたいと考えてお

ります。 

○議長（管野英美子君） 

  秋元美智子議員。 

○10番（秋元美智子君） 

  以上で、私の一般質問を終わらせていた

だきます。ありがとうございました。 

○議長（管野英美子君） 

  以上で、秋元美智子議員の一般質問を終

わります。 

  この際、暫時休憩いたします。再開は15

時ちょうどといたします。 

（午後２時49分 休憩） 

（午後３時00分 再開） 

○議長（管野英美子君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  日程第２「第25号議案から第27号議案」

を議題といたします。 

  これに対する総括質疑を行います。 

  質疑内容は、それぞれ各常任委員会に付

託いたしますので、大綱のみお願いいたし

ます。 
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  なお、御承知ではございますが、「質疑

は議題になっている事件に対して行われる

ものでありますから、現に議題になってい

なければなりません。また、議題に関係の

ないことを聞くことができない」このよう

に規定されていますので、その点、十分御

協力いただきますよう、よろしくお願いい

たします。 

  第25号議案から第27号議案、３件に対す

る質疑を行います。 

  質疑ございませんか。 

  永並啓議員。 

○副議長（永並 啓君） 

  27号議案の一般会計補正予算のデジタル

田園都市国家構想推進交付金４億円ちょっ

とかな、について質問させていただきます。 

  ３月に予算審議が終わったばかりという

この段階で４億円もの事業の補正予算を組

まれる理由をちょっとお聞かせください。 

  ３月に予算審議を一応慎重に特別委員会

をつくってまで審議した後の６月なので、

何となく突貫工事的に事業を計画していな

いのか。そういう短期間で計画されたもの

がちゃんと機能するのかという不安がある

ので、それをお聞かせください。 

  それと、４億円の内訳もお聞かせいただ

けたらと思います。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  松本まちづくり調整監。 

○まちづくり調整監（松本真由美君） 

  失礼いたします。 

  今回のデジタル田園都市構想推進交付金

につきましては、昨年度、３億2,000万の補

助金を取って、協議会の中で進められてき

たもの、それについて、３月、それから４

月ですね、協議会の中でしてきたことにつ

いての検討、振り返りをしました。 

  その中で、してきた実証実験の中で、豊

能町の４年度の予算の中に事業として取り

入れているものについて、スマートシティ

のこれから取り組んでいくものを取り入れ

ていくことによって、４年度の各原課がし

ようとしている事業がさらによくなるので

はないかという、そのような結果も話の中

で出てきました。 

  ５月17日のときに議員総会の中で御説明

をさせていただきました中で、今後、デジ

タルデバイドの解消等ですね、これまで取

り組んできたことを進めていく原資がある

のかという御質問がございました。そのと

きには、今は原資はございません、今後考

えていきたいと思いますというような回答

をさせていただいたんですが、そこも含め

て、今回、このデジタル田園都市構想推進

交付金を使って、豊能町の今年度進めてい

く事業の中に、各原課の取組の中にスマー

トシティを取り入れていくことはできない

か、それを進めていくために、この交付金

を申請したというものでございます。 

  中身につきましては、委員会のほうで資

料を御用意して御説明させていただくもの

でございますが、今日の一般質問の中でも

ございましたとおり、公園ですね、それか

ら認知症の方と高齢者の見守り、それから

教育委員会の子ども見守り、そのようなも

のを予算の中に盛り込んでございます。 

  詳細につきましては、採択された後に、

その内容についても精査した上で予算を充

てていく、そのように進めていくことにな

ると思います。 

  以上です。 

○議長（管野英美子君） 

  永並啓議員。 

○副議長（永並 啓君） 

  ４億の内訳というのは、各事業のことで

はなくて、それを使って具体的にするのは、

ソフトのアプリの開発であったり、データ



 3－54 

連携ということを聞いていたんですが、そ

れで間違いないのか、その確認をしたいの

と、一応、そういうことを聞いているので、

以前から言っているように、スマートシテ

ィの中の事業が、どうしてもバランスが悪

いように思えてしまう。それは、ひとえに

スマホを持っている人だけが、どんどん理

解していくという背景があるわけですね。

いろいろ答弁の中では、使えない人もフォ

ローしながら両輪でということを言ってお

きながら、何か片輪走行に見えてしまう。

そういった背景があるので、ちょっと違和

感を感じてしまう。 

  スマートシティのいろいろ説明は受ける

んですけど、全体像というのがまだまだや

はり見えてこない。オンデマンドバスとか

を通じても、スマホをどういう人が利用す

るのかなというのを考えたときに、やはり

スマホを使っていない人、高齢者が多くな

るのではと。どちらかというと、若い世代

はスマホをほとんどの人が持っていると。

でも、そういう人たちは、自家用車や何ら

かの交通手段を持っているので、あんまり

オンデマンドバスということは使わないん

だろうなと。そうすると、なおさら持って

いない人の対象にタブレットとかスマホを

１個、全世帯に配置するということが、ス

マートシティの目指す、行政が目指す第一

歩になるのかなというふうに思っているん

ですね。 

  ですから、やはりそういったことの環境

整備の予算というものをもう少し回しても

いいのかなという気がするんですけど、そ

この確認をさせてください。 

  一点、あと、午前中の川上議員の質問の

際に、町長が民間企業が主体となってとい

うことを答弁されていたんですが、この答

弁がちょっとびっくりさせられたんですね。

非常に危うい考えだと思っていまして、な

ぜなら、民間企業は実験をして儲かる事業

になるかを考えているわけです、豊能町と

いう場所を使ってね。儲からなかったら、

容赦なく撤退するのは明らかなんですね。 

  それで、やはりこれは豊能町の予算なん

ですから、今までは協議会に豊能町が参加

し、協議会が国や企業から取ってきた予算

も含んでの事業でしたので、主体が協議会

ということも致し方ないのかなと。個々の

事業について、特に議会に対して説明もな

かったというのも、ある程度理解はできる

んですね。でも、その民間企業が主体にな

ったことによって、スマートバンド等では、

住民の中に知らなかったというような不公

平感があったりとか、そういった行政の公

平性という基本理念の部分が、どうしても

抜け落ちているような印象があるんです。

これ、例えば議会の中に一回意見を求めて

いたら、どなたかが公平に住民の皆さんに

周知しなさいよとか、公平にということを

絶対言っているんですよ。それが民間企業

が主体となったマイナス、デメリットの部

分があるかと思うんで。 

  それで、今回の予算に至っては、国から

の交付金ということで、豊能町の中でこう

いう議論が行われています。となると、や

はり主体は豊能町にならなければいけない。

そこの確認だけを再度したいんですよね。 

  スマホを使えない人、企業はスマホを使

えなかったらサービス切るんですよ。一般

質問でも言いましたけど、これから書面で

の郵送にはお金取りますよとか、平気でそ

ういうことをしてくるんです。行政は、そ

ういうわけにいかないですよね。スマホを

使えなかったら、これから振込全部手数料

かかりますよとか、そういうことはできな

いわけです。やはり、そういう使えない人

を守るのも行政の皆さんなんですね。 

  ですから、やはりこういう主体は豊能町
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でなくてはいけない。豊能町がそういうの

をリードしながら、企業を利用する形でス

マートシティを回していかなければ、なか

なかこの事業というのはうまくいかないの

かなと思うんですが、デジタル田園都市国

家構想の事業の主体は豊能町なのか、それ

とも、何とか何とか何とか協議会なのかと

いうことをお聞かせいただけますか。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  松本まちづくり調整監。 

○まちづくり調整監（松本真由美君） 

  回答の順番が入れ替わっているかも分か

らないですけど、まず最初に、最後に御質

問がございましたデジタル田園都市国家構

想推進交付金については、町が申請するも

のでありますので、事業の主体は町になり

ます。 

  それから、民間主体でという部分につい

ては、民間からの提案を受けて、それを採

択、どれを進めていくかというのは豊能町

になります。技術ありきではなくて、技術

を持っているのは民間です。その民間が提

案してくる技術を町の課題解決をするため

に、どれを取って、どこの事業に落とし込

んでいくか、それが今回の交付金の使い方

の肝であると、そのように思っております。 

  それからもう一つ、情報格差、デジタル

デバイドの解消、それから高齢者でハード

を持たない方ですね、それについては、昨

日、おとつい、この議会の内容というのは、

全て協議会のほうに、こういうことができ

るのかということは報告、それから、でき

るかどうか協議会のほうが、協議会のほう

と一緒にやるわけですから、協議会ができ

ないということになると、永並議員からお

っしゃっていただいていました持たない人

への対策ができないということになります

ので、その辺りは、昨日終わってからＺＯ

ＯＭで会議をしております。その中では、

方法というのは、これから考えていくとい

うことになりますが、そのハードについて

ですね、40社の中にそういう企業も入って

いるので、対応していくことは可能だとい

うふうに聞いておりますので、そちらにつ

いては、こちらからも十分説明を行った上

で取り組んでいけるように進めてまいりた

いと思っています。 

（発言する者あり） 

○まちづくり調整監（松本真由美君） 

  ありがとうございます。以上です。 

○議長（管野英美子君） 

  永並啓議員。 

○副議長（永並 啓君） 

  どうしても協議会から、行政の中にもＩ

Ｔ人材を補完するとか、そういった人材不

足というところもサポートを受けるという

ことで、どうしてもこういう企業もそうそ

うたるメンバー、メンツの企業があるんで、

若干縮こまっちゃう部分があるかもしれな

いですけど、皆さんが豊能町の住民の代表

として協議会に行って、豊能町のまちづく

りを担っているわけですから、やはり豊能

町の持たないいろんな住民の方がいるとい

うことを、もっと企業の方に伝えていって

いただきたい。それで、豊能町が常にリー

ドを取る形で、豊能町に提供されたサービ

スで、本当に豊能町の役に立つのかという

ところを精査して進めていっていただきた

いと思います。 

  それと、タブレット、通信機器の配備で

すけども、やはり、そこにも持っている人

からしたら、何であげるんだみたいなこと

になるかもしれないですけど、最新じゃな

くていいんですよね、そういう高齢者に持

っていない人っていうのは、もうほとんど

高齢者、かなり限定されてくると思うんで、

そういう人たちに、今の最新の機能を持た
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せたタブレットって要らないんですよね。

逆に最新じゃなくて、本当にシンプルに、

このオンデマンドバスを呼ぶには、このボ

タンを押すだけでいいんですよぐらいの理

解をしてもらうということが重要になって

くると思うので、それだと型落ちの機種と

かになると、もっと格安で手に入るかもし

れないし。一応、公平性を保つんだったら、

全町民に対して、こういう古い機種でこれ

だけの機能に限定されてますけど、欲しい

人いますかという形にしたら。 

（発言する者あり） 

○副議長（永並 啓君） 

  別に最新じゃなくても、そういうのを全

町的に公平性を保つために募集をかけても、

多分、欲しいという人、そんなにいないで

す。そんな古い機種で、それだけの限定し

た機能しか使えなかったら。そういった形

で持たない人にも使える、こんな簡単に使

えるということが実現できてこそスマート

シティだと思うんで、そこら辺は企業のほ

うに積極的に要望というか。それができな

いと、町として協力できないよと、これか

らいろんなところから不平不満が出てきて、

どこかで駄目になりますよということを強

く言っていただきたいと思います。 

  答弁、特に結構ですので、あとは委員会

で細かく事業の詳細について審査していた

だけたらと思います。 

○議長（管野英美子君） 

  ほかにございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（管野英美子君） 

  総括質疑を終結いたします。 

  お諮りいたします。 

  第25号議案から第27号議案は、お手元に

配付いたしております付託表のとおり、各

常任委員会にそれぞれ付託の上、審査する

ことにいたしたいと思います。 

  これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（管野英美子君） 

  異議なしと認めます。 

  よって第25号議案から第27号議案は、お

手元に配付いたしております付託表のとお

り、各常任委員会にそれぞれ付託の上、審

査することに決定いたしました。 

  以上をもって、本日の日程は全部終了い

たしました。 

  本日は、これをもって散会いたします。 

  お疲れさまでした。 

 

散会 午後３時15分 
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本日の会議に付された事件は次のとおりである。 

一般質問 

第25号議案 豊能町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業並びに特 

      定子ども・子育て支援施設等の運営に関する基準を定める条 

      例改正の件 

第26号議案 和解について 

第27号議案 令和４年度豊能町一般会計補正予算（第２回）の件 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 3－58 

  以上、会議の次第を記し、これを証するためここに署名する。 

 

 

 

    令和  年  月  日署名 

 

 

 

      豊能町議会 議 長 

 

      豊能町議会 副議長 

 

      署 名 議 員 ２番 

 

        同   ３番 

 

 

 

 

 


